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第２回守口市義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

 

日  時   令和２年７月８日（水）午後２時00分 

 

場  所   守口市役所 教育委員会会議室 

 

出 席 者      委 員 長   森田 大輔 守口市教育委員会事務局 教育監 

副委員長   大野 友己 守口市立庭窪中学校 校長 

委  員   棹本 達也 守口市教育委員会事務局 教育部 学校教育課長 

委  員   中村 文俊 守口市教育センター長 

委  員   光宮 猛  守口市立大久保中学校 教頭 

委  員   横山 淳  保護者 

委  員   清水 智織 保護者 

 

 

○事務局  失礼いたします。改めまして、皆様こんにちは。 

それではただいまより、令和２年度第２回守口市立義務教育諸学校教科用図書選定委員会を始めたい

と思います。 

 早速ここからは、委員長に進行をお譲りいたします。委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長  それでは、改めまして、こんにちは。 

 本日は大変お忙しい中、御参集いただきまして、誠にありがとうございます。私たち選定委員会の任

務は前回確認させていただきましたように、来年度、中学校及び義務教育学校後期課程の生徒が使用す

る教科書の採択を、適正かつ公正に行えるよう、守口市教育委員会の諮問に基づき綿密な調査・研究及

び検討を行い答申を行うことにあります。 

つきましては、本日、机上にございます調査・研究資料を基に審議を行い、活発な御意見を頂戴でき

ればと考えております。資料の中身は、任命されました調査員が全ての見本本について府の選定資料等

を参考にしながら調査・研究し、まとめたものでございます。 

私たちは、この調査・研究資料を基に、教育委員会の諮問事項に沿いながら検討し、答申を出さなけ

ればなりませんので、本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本日の会議の進め方についてでございますが、まず最初に、事務局より現在までの教科書採択

に係る経緯等を報告いただき、皆様に御確認いただくとともに、御意見等がございましたら出していた

だきたいと思います。その後審議に入っていきたいと考えます。審議の方法につきましては後ほど御提

案させていただきたいと思います。 

 それでは、まず事務局よりこれまでの経緯等の説明をお願いします。 

○事務局  失礼いたします。学校教育課でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、これまでの経緯並びにお配りしております各資料に関する説明及び留意点等について御説

明申し上げます。 

 先に、本日配付しております資料６点の確認をいたします。ファイルに入ってございますが、まず、

１点目は、本会議の次第、裏面に本日の出席者等について記載したもの。２点目は「令和３年度使用中

学校教科用図書見本本の発行者一覧」。３点目は、「令和３年度使用教科用図書中学校調査報告書（写

し）」。４点目は、「令和３年度使用中学校教科用図書の調査・研究について（諮問）（写し）」。こ

ちらは赤い色の付箋を上につけているものでございます。５点目は、「令和３年度使用教科用図書中学
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校意見書」。それから、ファイルと別で、６点目、大阪府作成の「令和３年度使用教科用図書選定資料

中学校用」の以上６点でございます。資料の不足等はございませんでしょうか。 

 それでは引き続き、これまでの経緯について御説明申し上げます。 

 まず確認でございますが、令和２年５月１１日（月）に第１回選定委員会を教育委員会会議室で開催

し、委員の任命・委嘱及び委員長・副委員長の選定を行いました。また、教育委員会から選定委員会へ

の諮問が行われております。 

 ここで、いま一度諮問内容を確認させていただきます。 

 資料の４点目、諮問事項の写しを御覧ください。 

 学習指導要領に示す目標、内容、下記の視点及び、本市生徒の実態や地域性等も十分に考慮し、令和

３年度守口市立中学校及び義務教育学校後期課程において使用するのにふさわしい教科用図書に関する

意見について、守口の教科書採択における基本的な４つの視点を踏まえ、求めるものでございました。 

 また、その後の選定委員会では、先ほど委員長からもありました選定委員会の任務の確認、調査員の

種目ごとの人数の決定、調査項目の検討等について御審議をいただきました。 

 それらを受けまして、今年度につきましては、既に、前回の選定委員会でもお伝えいたしましたとお

り、今般の新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、これまで実施しておりました調査員全体会

に代えて、事務局にて説明資料等を作成し、調査員へ配付、内容の共有を十分図った上で、種目ごとに

調査・研究を進めさせていただきました。 

その中で、守口市の基本的な４つの視点で調査・研究をしていただくことを伝えるとともに、調査に

当たっての留意事項、全ての教科書についての調査・研究に基づく資料を作成すること。綿密かつ公正

な調査・研究による適切な資料を作成すること。誤字、脱字、不適切な表現に対する配慮を行うことな

ど、約１カ月間の中で、種目ごとに複数回の会合を持ち、慎重に検討を重ねていただいた上で、最終の

調査・研究のまとめが行われ、調査報告書が提出されております。 

 また、中学校等では６月４日～７月２日の間、教科用図書の移動展示をいたしました。その際、学校

にも意見の提出ができる旨通知し、報告を受けております。同様に、守口市教育研究会にも意見の提出

ができる旨通知しております。 

加えまして、守口市教科書センターにおきましても、６月４日から明日（７月９日）までの間、教科

書の展示会を開催し、市民等の方々にも教科書を御覧いただいているところです。 

経緯といたしましては、おおむね以上でございます。 

次に、本日お配りいたしました資料について、簡単に御説明申し上げます。 

まず、資料の３点目、「令和３年度使用教科用図書中学校調査報告書（写し）」を御覧ください。 

こちらも委員長の御挨拶にありましたが、種目ごとに調査員が調査・研究し、まとめたものでござい

ます。調査報告書の１～７は、各種目に共通の観点です。それぞれの項目で、全ての教科書を調査・研

究し、特徴を調査事項として記入しております。 

次に、一番最後、「令和３年度使用教科用図書中学校意見書」を御覧ください。 

こちらは、学校への巡回展示において教職員の意見をまとめたものでございます。 

また、本日は見本本を各委員の皆様分用意しておりますので、諮問事項にございます守口の教科書採

択における基本的な４つの視点を踏まえ、報告書に照らして御覧の上、御検討のほどよろしくお願いい

たします。 

事務局からの経緯の報告及び資料の説明につきましては、以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問等ございます

でしょうか。 

よろしいでしょうか。それでは、事務局の説明で大体様子を確認していただけたかと思います。 
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そこで、答申を作成するに当たり、どのような検討をこの選定委員会で行っていくかということです

が、どなたが御提案のある方ございますでしょうか。 

○副委員長  委員長一任で結構だと思います。 

○委員長  それでは、委員長一任のお声がございましたので、一つお諮りさせていただきます。 

 現在、机上にございます、特にこの調査員の調査報告書、こちらは各発行者の教科書を全て目を通さ

れた上で、特によい点について記載され、まとめられております。今現在は各者が並列的に並んでいる

状態でございます。こちらをこのまま教育委員会に答申するのではなく、この選定委員会で３つに分類

をして答申を作成し、教育委員会に提出をしてはどうかと考えております。こちらの手法は、これまで

の教科書選定でも行ってきた方法でございますが、具体的に言いますと、この後、この調査報告書等を

参考にしていただきながら、改めて教科書に目を通していただきまして、確かにこういうところが優れ

ているなど、子供たちにとってより扱いやすい教科書だというような御意見をいただきまして、その御

意見を基に、１つ目には、「最もふさわしい」。２つ目には、「よりふさわしい」。そして最後に、

「ふさわしい」の３つの分類に分け、選定委員会の意見として答申させていただくという形を取っては

どうかと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 それでは、本日の御意見を基に、事務局で中学校教科用図書選定一覧表等を作成していきますので、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、事務局より配付の上、説明をお願いいたします。 

○事務局  それでは失礼いたします。 

ただいま配付いたしました「令和３年度使用教科用図書の特筆事項（中学校）」については、各委員

の皆様におかれましては、実際に教科書を手に取って御覧になりながら、机上の調査報告書（写し）を

基に「特によい、優れている点」についてございましたら、この用紙に御記入をいただければと考えて

おります。 

 なお、こちらの用紙につきましても、また、先ほど説明申し上げました、ファイルに入っております

各配付資料につきましても、本日は会議終了後に回収をさせていただきたいと思っております。 

 別途、記録用紙等必要な場合は、こちらで準備をしておりますので、お申し付けをお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、もう１点お諮りをさせていただきたいのですが、先ほどお諮りしました「最もふさわし

い」と分類する教科書につきましては、できるだけ複数者、具体的に１者にならずに２者以上にするこ

とで、最終、教育委員会で決定をいただくという形を取りたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

○委員長  それでは次に、選定作業の日程について、事務局から案はございますか。 

○事務局  では、選定委員会日程を提案させていただきます。選定委員会は本日と１４日（火）、１

６日（木）の３日間を予定いたしております。 

 以上でございます。 

○委員長  日程について案がございましたが、本日と１４日（火）、そして１６日（木）の３日間と

することでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  それでは、選定作業に入りますが、まず、委員の皆様に改めて教科書を閲覧する時間を少

し取りたいと思います。その際には、事務局からもありましたように、調査員からの報告書（写し）を
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御活用いただきながら閲覧ください。その後、教科書について御意見をいただき、分類し、答申案が作

成できるよう進めてまいりたいと思います。 

 それでは、まず「国語」からです。既に「国語」の教科書は机上に用意されておりますが、皆様に閲

覧いただく前に、簡単に事務局から各教科書の調査・研究内容の説明をお願いします。 

国語 

○事務局  失礼いたします。 

 まず、「国語」でございますが、発行者につきましては、全部で４者ございます。 

 初めに、東京書籍でございますが、まず、全学年、３学年分全て、裏表紙に言葉の力一覧がありまし

て、各領域でつけたい力をどの単元で養えるかがまとめられており、子供たちの学びだけでなく、教員

にとっても指導に役立つ、そのような意見がございました。また、１年生の１７１ページを御覧くださ

い。２年生、３年生についても同様のページがありますが、他教科で学ぶ漢字ということで、新出漢字

を他教科との関連で系統立てて学ぶことができる、そのような意見もございました。また同様に、１年

生の１３ページを御覧ください。学年の学び初めにふさわしいガイダンスとしての文章が単元の前に配

置されており、国語で学ぶべきことや目指すものが明確となっている、そのような意見もございました。

東京書籍については以上でございます。 

 続きまして、三省堂の教科書を御覧ください。 

１年生の４０ページ、こちらも全学年共通となっておりますが、最初に学習する説明文は、見開きか

ら折込みの形で掲載されており、説明的文章の構成を学ぶには視覚的にも大変優れているという意見が

ございました。続けて、１年生、３９ページや９５ページなどにありますように、単元ごとの目標が明

確に示されており、生徒の理解だけでなく、教員が授業づくりをするに当たっても配慮がなされている

との意見も出ておりました。また、１年生の７４ページを御覧ください。こちらは「学びの道しるべ」

というページとなっておりますが、基本の繰り返しが丁寧に扱われており、基礎学力につながる工夫も

なされているとの意見も出ておりました。三省堂については以上でございます。 

 続きまして、教育出版でございます。 

まず初めに、こちらも３学年とも目次の前に、言葉についての評論文があり、学ぶ姿勢が明確に示さ

れているということ。また、１年生の１８６ページには「学びのチャレンジ」というコーナーがあり、

ここでは２つの文章を読み比べ分析した後、自分の意見を書く課題が設定されており、思考力、判断力、

表現力を養う実践的な問題に取り組むことができるとの意見が出ておりました。教育出版については、

以上でございます。 

 最後に、光村図書です。 

こちらは、１年生、３２ページを御覧ください。比較分類などの思考ツールがまとめられており、生

徒の学びをそろえ、それぞれの実生活に役立つスキルを身に付けることができるといった意見や、同じ

く１年生の１１４ページを御覧ください。こちらは、各教材の後に、見通しを持つから振り返るまでの

活動が示されており、学習の重点が明確である、また、教員にとっても指導に役立つなどの意見が出さ

れておりました。 

 「国語」につきまして、事務局からは以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、これより１０分程度、教科書を見ていただく時間をお取りしたいと思います。では、よろ

しくお願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  時間となりましたので、閲覧の時間を終えたいと思います。 



－5－ 

 それでは、ここからは委員の皆様に御意見をいただきながら進めてまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、御意見ございますでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  基本、学習指導要領、国の検定を通って、どの教科書も大変「主体的・対話的で深い学び」

に向けた工夫がなされているというように思いました。今回、情報活用能力というのが全ての教科の基

礎的なものに位置付けられたということでございます。全４者、調査員の報告を基に、情報活用能力に

ついて、見させていただいたところ、まず、光村図書ですが、９ページから１０ページの思考の地図と

いうところが、マッピングやウエビングなどの例が書かれています。加えて、先ほど事務局からもあり

ましたが、１年生の２７１ページに情報整理の方法ということで、受信する力と発信する力、これを光

村図書は重点的にいろんな方法で力をつけようというふうに見ました。 

 それと、もう１者申し上げますと、三省堂の１年生の２７５ページを見ていただけますでしょうか。

ここに情報を活用すると、資料編のところですけども、インターネットで探す、図書館で探すとか、情

報探しの方法とか、かなり詳しく書かれてます。これが３学年とも全て記載されています。当然、情報

は言語活動が中心になりますので、本市が目指す言語活動、言語能力の育成につながってくるかなとい

うふうに思います。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  この調査員の報告書を見て、教科書を改めて見ましたが、三省堂の調査員の、４番の組織・

配列の中に、各単元の表題が全学年統一されており、学習目標の形で示されている。全学年で目標、内

容、取扱い時期がそろえられ、学年を超えて学びの共有ができるとあります。これを確かめるために、

それぞれの学年の目次を見てみますと、確かにそのとおりになっており、最初に、１番目、豊かに想像

する。２番、わかりやすく伝えるといった形で、全て項目がそろっています。このことによって、１年

生、２年生、３年生の学びを学年だけで終わらせるのではなくて、１年生と３年生で学び合ったことを

交流するなど、系統的に、異学年の交流も可能な構成になっていると思い、本市が目指している９年間

の学びをつなぐという視点で、こういった点は工夫されていると感じ取りました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  三省堂と、光村図書と、先ほど御意見ありました比較とか、分類とか、データのことに関し

てですが、光村図書と三省堂は結構ここを手厚く書かれてるということがあるなと思っていまして、こ

の論理的な考え方、思考、それは大事だなと思っています。光村図書の１年生３２ページには、このＥ

ｘｃｅｌの表のようなマトリクス的な考え方があり、これは、物を客観的に見るに当たって非常に大事

な物の考え方で、こういう表を作ると、冷静に考えられるということを、ビジュアルで書いてあるとい

うのが良いと思います。ほかの教科書では、三省堂は、あるんですけども空白になって、自分で書き込

む形になっています。まずは、こういうような考え方でやるんだよとアナウンスをしてあげるのが、１

年生にとっては適切かなと思いました。 

 後、東京書籍も、従来からの国語の教科書かなという気がして、スタンダードというのか、ベーシッ

クというのか、そういうような考えならば、この東京書籍は良いというふうに思いました。 
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 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  情報活用能力であったりとか、本市はＩＣＴ機器を環境整備して充実させています。また、

今後、子供たちは一人１台のタブレットパソコン等を活用して授業をしていくことから、ＱＲコードに

注目して教科書のを見ました。そうしますと、光村図書であったり、三省堂のところにＱＲコードがつ

いているページがあって、実際に中を見てみますと、一人で調べ学習ができる構成になっておりました

ので、そういったＩＣＴ活用も本市の場合はできる環境がございますので、そういったことの活用が可

能な教科書は子供たちにとって活用しやすいのではないかと考えました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  調査員の調査報告、本当にきめ細かく、どれも納得、説明のわかるものですが、今回客観的

なもので、大阪府のデータのほうを用意していただいています。参考に、今、委員からもありました情

報機器の活用についてですけども、国の２１ページにあるように三省堂が１０か所、光村図書が９か所、

東京書籍も９か所ということで並んで、ほぼ同じぐらいですが、図書館活用につきましては、東京書籍、

三省堂、光村図書、この３者が同数ということです。実は、言語、言葉の力というのは、どの教科書も

力を入れられていますけども、その上に、言語、文法、語句、漢字等の扱いというところもあり、そこ

では、三省堂が５２か所、光村図書５０ということで、ちょっと２つぬきんでてるかなと思いました。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。いろんな視点で御意見いただけたらと思います。 

 お願いします。 

○委員  それぞれの、１年生を見ていて、小学校６年生を終えて中学校に上がったときに、国語とし

て学んでおかなければならない指導事項というのがあります。その指導事項について、具体的に、例え

ば、三省堂だと、これは調査報告にもありましたが、６ページの領域別の表について丁寧に書かれてる

なということ、先ほどの「ペンギンの防寒着」のところの、国語の教科書で取り扱われている内容につ

いては、説明文、物語文、それから古典、詩、古文と、これが主なものだと思いますけども、物語文と

いうのは、例えば、物語に出てくる登場人物の心情を読み取るとか、その心情を、背景とか行動描写か

ら読み取るとか、そういうことが主になりますが、説明文の構成を、基本的な構図をこういうふうに文

書を使って説明しているものは、どこの教科書にもないと思います。説明文というのは、おそらく授業

をされている先生方は、この構造にのっとって授業を意識してやっているという方は大切ですけども、

なかなか少ない。これが教科書の１年生に書かれているというのは、これからの３年間の国語と、１年

から６年までの既習事項を振り返ることができる内容だなと思います。さらに、三省堂の、８４ページ

が読み方を学ぼうということで、物語文の行動描写について説明がある。それから、１８０ページには、

物語文の情景描写について説明があります。それから、１９２ページには、説明文の要約について説明

がある。このように構造的に書いているものは非常に少ない。 

東京書籍も２３０ページに指導事項のことが一定書いてあるが、例えば、これは言葉の力で分析する

力とか、１年、２年、３年と学年に分けてやっているので、指導事項というのは全ての学年に、縦で共

通するものなので、三省堂のほうが非常に丁寧でわかりやすいかなと思います。 

光村図書も、東京書籍よりはわかりやすくて、光村図書の２２４ページは文法とともに表現技法でま
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とまっている。倒置とか、省略とか、直喩とか、隠喩とか、これも指導事項の一部ですけど、先ほどの

三省堂は教材ごとに取り上げられているから、わかりやすいと思います。先ほど委員が言われた選定資

料を見ると、国語の２１ページから、いろんな分量のことがあり、領域別の取扱い箇所と、箇所数と、

ページ数というのがあります。一番多いものをチェックすると、例えば、話す、聞く、読む。文学的文

章を読むこと、説明できることが、ありますが、三省堂は、取り上げているページ数が一番多い。それ

から、読むことに関しても、説明的文章の箇所数が一番多い。読むこと、古典に関しては、箇所数もペ

ージ数も一番多い。言語、文法語句、漢字については箇所数が一番多い。でも、総ページ数としては教

育出版が７４２ページと突出しているが、数的な負担は余りない。次に取り上げられているのが、光村

図書がやはり、話すこと、聞くことの箇所数が一番多い。書くことについては、光村図書が双方とも多

い。だから、光村図書の教科書の特徴はこういう書くことに力を入れてるのかなという気はします。後、

読むことの箇所数が光村図書が多い。言語、文法語句、漢字は、ページ数が光村図書が多い。今、観点

の、取り上げられている箇所数は光村図書が１６７、東京書籍がページ数は７４２ということなので、

三省堂とか光村の内容が量、負担も考慮しながらバランスよく取れていると思います。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、特に御意見よろしいでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  各者比較させてもらって、各単元で学ぶことが均等に明示される中で、使いやすくなってい

ると思うんですが、１点、三省堂の１年２９０ページに、教科の学習をどう生かすかというところに絞

り社会生活に役立つ形の文の構成の仕方とか、手紙の書き方とか、具体的にまとめられていて、活用に

生かせるような構造、構成になっているところが他者と比べて、わかりやすく書かれているということ

があります。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、たくさん御意見いただきましたので、まとめさせていただきますが、今、優れている点い

ろいろお聞かせいただいて、「最もふさわしい教科書」として答申するのが三省堂、そして光村図書。

次の、「よりふさわしい」というところで東京書籍。そして、「ふさわしい」が教育出版というふうに、

まとめさせていただきましたが、その３分類で御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 

○委員長  では、次の教科に移りますが、今のような流れで、まず教科書を見ていただいて、そして、

優れている点、よいなと思った点をできるだけいろいろ多面、多角的なところで御意見いただけたらと

思いますので、次の教科もよろしくお願いいたします。 

 それでは、準備のほうお願いします。 

書写 

（教科書配付） 

○委員長  続いては「書写」です。 

 それでは、まず事務局より説明をお願いします。 

○事務局  失礼いたします。 

 「書写」につきましても、合計４つの発行者がございます。 

まずは東京書籍でございます。 

初めに、３２ページ、３３ページを御覧ください。こちらには、行書の点画を４つの動きにまとめら

れていてわかりやすいという意見や、また、３０ページ、６６ページ等にもございますが、特徴として
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イラストや漫画が多用されており、生徒たちの興味、関心を引き、親しみやすいのではないかと、その

ような意見が出されておりました。また、１３ページを御覧ください。こちらでは、自分の文字の書き

方を振り返って見直すことができる工夫がなされたページもあるということで、子供たちにとっても有

効ではないかと、そのような意見が出ておりました。東京書籍については以上でございます。 

次に、三省堂の教科書を御覧ください。 

初めに、６４ページにあります、主体的、対話的に取り組める内容ということで、子供たちが実際に

書き入れながら取り組む内容が取り上げられている。また、５２ページ、色で学年が分けてあり、いつ

どのタイミングで学習する内容なのかを視覚的にも、感覚的にも生徒が理解できるような工夫がなされ

ている。最後に３１ページを御覧ください。こちらでは、数字やアルファベットなどのなぞり書きも多

く記載されており、また、横書きも珍しいのではないか、そのような意見が出されておりました。三省

堂については以上でございます。 

次に、教育出版を御覧ください。 

初めに９４ページ。子供たちの身の回りの表現に触れながら、実生活と照らしながら、主体的に学べ

る工夫がなされていることや、次に、１０ページを御覧ください。書写で学ぶことが具体化され、子供

たちにとってもイメージがしやすいような記載、工夫がされている、そのような意見もございました。

また、最後に、２２ページを初め、目次にもたくさん出ておりますが、コラムの内容が大変豊富で、生

徒の興味を引く内容が多く取り上げられているという意見が出ておりました。教育出版については以上

でございます。 

最後に、光村図書を御覧ください。 

初めに、まずは分冊が光村図書についてはついております。取外し式の書写ブックがついておりまし

て、見開き開けていただきますと、生徒たちにとっても、また、指導する教員にとっても大変扱いやす

いのではないかと、そのような意見がありました。また、６０ページ、６１ページを御覧ください。こ

ちらでは筆順の内容が示されており、一目でわかり、自学自習につながるのではないかという意見。ま

た、最後に、３２ページなどにございますＱＲコードが光村図書については豊富で、こちらも生徒の自

学自習につながりやすい配慮がなされている、そのような意見が出ておりました。 

「書写」については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、これより閲覧時間を取らせていただきます。今回４冊ですので、先ほどより時間は短目に

設定させていただきますので、よろしくお願いします。 

それでは、お願いいたします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  時間となりましたので、閲覧の時間を終え、ここからは御意見をいただきたいと思います。 

 それでは、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  調査員の資料から見たんですが、光村図書の４０ページ、４１ページのところに、目標、学

習の窓、振り返りという３つのポイントが各ページに示されてることが書かれてあり、学習の流れが深

まるような仕組みがなされています。また、この光村図書の全ての毛筆のところのページですけれども、

例えば６８ページ、６９ページに書いている字ですけども、ここにＱＲコードがついています。実際試

してみたんですが、ＱＲコードを示すと、実際に書く様子が１画ずつまねができるような仕組みになっ

ています。ですので、授業の中で最初に、師範の形で教員がすることもありますけれども、その後はＩ

ＣＴ機器を活用して、自分で繰り返し見たり、また、個別の学習を家庭でもすることができる仕組みに

なってるかと考え、工夫されてると感じました。 
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 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いいたします。 

○委員  先ほど事務局からも説明ありましたけども、「主体的、対話的で深い学び」ということで、

教育出版の、コラムが充実している。また、最初の１０ページに学びのゴールが示されている。調査員

の報告にも記載されているんですが、すごく大事であると思います。私も少し考えてみたんですが、教

育出版さんだけは、手本が右にある。ほか、三省堂と東京書籍は左。光村図書は１ページにまたがって

あるんですが、子供たちは小学校から習字を取り組んできまして、中学校で、まず手本があって自分た

ちで考え、実際取り組んで、また振り返ろうというのが、これは一つの推論かもしれないんですが、

「主体的、対話的で深い学び」の一つの方向性かなと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  ４者とも、構成自体は同じような内容なのかなと思います。その中でどのように違うか等、

特徴を見つけるかというと、光村図書の別冊というのは、確かに斬新な試みで、ページが２９ページか

ら始まるというものは、なかなかやなと思ったんですが、ただ、光村図書の中で、９８ページです。こ

のユニバーサルデザインの書体というものは、実は世の中では結構、利用されておりまして、オリンピ

ックとかの文字、ピクセルとかも変わっているというのはあるんですけれども。文字というところで、

ここに触れているのはほかはなかったと思ってまして、少し一歩社会に向けたことを学べるところかな

と思いました。 

 後、教育出版の５６・５７ページ。これは少し個人的にも興味があったんですが、写真とはいえ、本

物が資料として載っているということで、例えば、宮沢賢治の「雨ニモマケズ」、歴史的に有名なもの

が、こういう文字で書いてるとか、後、野口英世のお母さんの言葉って、なかなかいいことをすごく書

いてあるので、書写の勉強とは少しずれるかもわからないですけども、こういうのがあると興味を持っ

てもらえるのではないかなと思いました。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  各者の書く時の姿勢というところで、全者明記されてるんですが、三省堂、東京書籍、教育

出版なんですが、大体４点ぐらいで大きく分けてるところ、光村図書だけ、各箇所に矢印をつけて、丁

寧に細かく書いていただいているので、姿勢の取り方を大まかに書かれるよりもわかりやすく示されて

るかなというのが１点。同じように、中学校の教科書ということで、願書の書き方というのが、全者同

じように載せておりまして、ペン字等の活用ということであるんですが、この構成の中の例文の作り方

が、いろいろ子供たちの実践にあったようなものを例として挙げていただいているので、そこの分だと

光村図書がわかりやすく示されてるかなというのと、もう１点が、教育出版の１１２ページなんですが、

いろんな文章の構成の形は書いていただいているのですが、この１１２ページに案内文、一番身近でよ

く作ることになってくる文章の構成、これ丁寧に示されてるのが教育出版の教科書になると思いますの

で、ここが他者と同じような書き方の中で、少し工夫がなされていると思います。 

○委員長  ありがとうございます。 
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 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  書写は時間も限られていて、基本、毛筆、硬筆、それから楷書、行書、これが内容だと思い

ますが、いろんな意見も出てるのですが、文字をその書体に沿って書くということだけではなく、その

文字の成り立ちとか、歴史的な背景とか、先ほどの古文の作品が出ているとか、それ以外に、この文字

を書くとか、文字を学んでみるということにどう興味を持たせるかというところが、それぞれの発行者

の苦労かなと思って見てたんです。調査員の報告にも出ていますが、そこそこ工夫して充実しているの

が光村図書と教育出版かなと思って見ています。先ほどの、例えば、宮沢賢治の文字が実際に出てきた

とか、教育出版で言えば、例えば、２２ページは筆、墨、すずり、紙について知ろうなど、職人さんが

墨を固めて作っているとか、こういうところが出てくる。それから、光村図書であるんですが、学校生

活に生かして書く。教育出版は本の帯とか、少しポップなところに文字が使われている。ポスターもそ

うですけど。書写でなく、書写で培ったものが教科横断的に、例えば、美術科だとか、そういうところ

にもつながっていく内容になっているなと。後は、身の回りの実生活の中からいろんな書体があるとい

うのを、光村図書と教育出版だけ、何かこだわってやっている。教育出版はお城の石碑の字体を並べて

て、まあ、お城が好きな人は、もう面白いだろうなと思って。後、実生活にということで、はがきの書

き方とか、祝袋とか。はがきの書き方とか、手紙の書き方などは全国学力テストでも、出題されたりし

ていますので、こういうことをそれぞれ意識してるとは思う。 

後の２者は、今、言うてますような中身が少し薄いかなとかいう気はします。先ほども、委員言われ

たように光村図書の、この書写ブックは取外して、ワークシートになるので、硬筆には使いやすい。左

側や、なぞりと硬筆で書くのと、これも面白い。 

光村図書も、２９ページは墨のことが出ている。８４ページには、これがＩＣＴにつながるかどうか

別ですが、番組のタイトルをデザインしてみるとか。これをパソコンとかタブレットでできる取扱いを

していたり、源氏物語８８ページがそういう古典のことに触れていたり。光村図書は９６ページですね。

お城ではないんですが、全国の文字マップ、少し統一感もいいんだけど、これ面白いなと私は見ていま

した。石碑や、有名な地名があったりとか、いろんなものを取り上げて、地理的なものにも関心が出る

のではないかと思っています。９４ページにも先ほどのＵＤ書体も取り扱っている。１１６ページは、

同じように入学願書の書き方とか、はがきの書き方とかが、個人的には入学願書まで要らないと思いま

すが、そういうところの工夫が、この２者については書写とはいえ、他の教科横断的に生かせるような

興味、関心が湧くような編集がされている。 

○委員長  ありがとうございます。 

 いろいろ御意見いただきましたが、まだ特という事がございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

○委員  すごい小さなことでもいいんですか。教育出版なんですけど、右側に文字があるので、左手

がとても書きやすい。左ききの子でも使える。結構、書写って書きにくい。払いとかが。右で書かない

といけなくて、それを考えたら、右側にこの大きい文字があるほうが、左ききの子でも使いやすいかな

と思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 いろいろな角度からの御意見ありがとうございました。 

 今、いただいた御意見から分類させていただきますと、「最もふさわしい教科書」は教育出版、光村

図書。そして、その次点になる、「よりふさわしい」ものとして東京書籍、三省堂というふうに、分類

させていただきましたが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」という声あり） 
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○委員長  ありがとうございます。 

ではここで少し休憩時間を取りましょう。５分程度休憩時間を取りたいと思います。 

（休  憩） 

社会（地理） 

○委員長  それでは、よろしいでしょうか。 

 続いて「地理」に入らせていただきます。その前に情報としてなんですがＩＣＴ機器の整備ですが、

今年度中、２月ぐらいをめどに、全ての小中学校のお子さんお一人お一人にｉＰａｄの端末が整備され

ます。 

○委員  ｉＰａｄですか。 

○委員長  ｉＰａｄです。 

それがもう、一人１台で常に授業中でも、それを机の上に置きながらの学習が今後できます。そんな

ことも知っておいていただけたらと思います。 

 では、「地理」のほうに入らせていただきます。 

 事務局、説明をお願いします。 

○事務局  それでは、「社会（地理）」、こちらも発行者については合計４者ございます。 

 まずは、東京書籍を御覧ください。 

初めに１３ページや２１ページでございますが、教科書全体的に単元のまとめに思考ツールを用いる

など、みんなでチャレンジとか、こういったコーナーを設けることで思考力の育成に重点を置いている

という意見や、また、巻頭の３ページ、５５ページ、２７０ページなど、ＳＤＧｓを明示しながら、持

続可能な社会のための地理的分野における学習目標。こういったことも明確化されているというような

意見。最後に、３７ページの下段ですけれども、ほとんどのページに、１単位時間ごとにチェックで基

本的内容を確認し、また、トライで今後探求していくという、そのような構成についても工夫がなされ

ている、そういった意見が出ております。東京書籍については以上でございます。 

 次に、教育出版を御覧ください。 

こちらは、巻頭ページに、まずは小学校での既習事項の記載、こちらが明示されており、学びの連続

性を意識され、つながりが感じられるという意見。また、１０ページや２６ページなど、タピオカや御

当地キャラクターなど、生徒たちにとって身近なものや話題を導入に使っていると、そういった工夫が

なされているというような意見が出ております。 

 それでは、次に、帝国書院の教科書を御覧ください。 

こちらも、巻頭ページにＳＤＧｓを目指した地理的分野における学習目標の明確化が、記載されてい

るということや、６４ページ、６５ページなどには、それぞれの章や節の振り返りで、地理的見方、考

え方を意識させ、知識や思考力、判断力、表現力等の観点が明確に示されている。最後に、１３４から

１３７ページ御覧いただきまして、これらには地形図の見方を習得しやすい資料等が用いられている。

こういったことも、この帝国書院の特徴として挙げられるのではないかといった意見が出ておりました。

帝国書院については以上でございます。 

 最後に、日本文教出版を御覧ください。 

３７ページや１０３ページになりますが、文章や口頭説明では難しい事象につきましても、具体的な

図で示し、理解しやすい工夫がなされていたり、また、１００ページや１０８ページ、こちらに鍵のマ

ークがあるかと思いますが、見方、考え方を深める問がそれぞれ用意されるなど、子供たちのより深い

学びについても効果が見られるのではないか、そういった意見が出ておりました。 

 「社会（地理）」については以上でございます。 
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○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、少しお時間を取って、閲覧していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  よろしいでしょうか。 

時間となりましたので、ここからは御意見等を頂戴したいと思います。 

 それでは、いかがでしょうか。 

 はい、お願いいたします。 

○委員  日本文教出版の１００ページ、１０１ページを見ながら、他者とも比べているんですが、４

者ともに、主体的、対話的で深い学びをしていく上で、学習課題の提示があったり、また、見方、考え

方の視点を示され、１０１ページで深め合おうというところで子供たちの話合い活動。最後に確認で、

まとめる活動が入れられるように、どの教科書もおおむね同じような形で構成されています。この見方、

考え方というのが示されているのが、この日本文教出版と、それから、東京書籍は明確に明示されてま

す。また、事務局から先ほどありましたように、帝国書院のほうも見方、考え方を単元末で確認できる

ように、６４ページ、６５ページのところで示されています。社会の学習で、私が、以前研究会で学ん

だのは、一つの学習を終えた後に、その学習だけにとどまらず、その学習を終えたことで、例えば、一

つの眼鏡を習得して、その眼鏡をかけて世の中を見れば、１つの学習から学んだことが違った視点で見

えるようになると。そういったところで、こういった見方、考え方に視点を置いて、教科書が工夫され

ているかなと考えています。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  今の委員の、付け加えなんですけども、日本文教出版のほうは見方、考え方ということで、

表紙裏、最初に地理との出会いというところで、これは調査員も触れています。初めて出会う中で地理

的な見方、考え方は何かということ。１ページ目ですから、教員も丁寧にしっかり扱ってくれる。ここ

を基本にやっていこうということで、もう明確な方針が出されてると思います。 

それと、帝国書院は、ＳＤＧｓ、これを地理の一番最初に持ってきまして、子供たちにこういう学び

をやっていこうというふうに思います。それと、地理のほうなんですが、先ほども、委員長のほうから

ありましたけれども、帝国書院の２ページ、タブレットで見る地球儀というのがありますし。１６３ペ

ージにはドローンによる配達の実現を目指してということで、社会がこういうふうにどんどん変わって

いくというのを示している。これはいいかなと思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  先ほど委員のほうからもありましたが、振り返りや見方、考え方という点で、帝国書院２５

３ページ、２５５ページ、２５６ページを見ていただくと、他者は大体、各地方とか学ぶときに文化と

地形と別々になっているのですが、帝国書院のほうが、各文化と地形の関連性等をそれぞれ見て考えら

れるような作りになってますので、教員のほうが上手に活用することで、より深めた学びにつなげられ

る教科書の構成になってると思います。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

お願いします。 
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○委員  帝国書院ですけれども、皆さん御意見があったとおり、地図、地理系は帝国書院かと思いま

す。今、言われた、この地域別の説明とか、これが確かにうまく、流れも出てるかなというのはすごく

感じています。 

後、教育出版の表紙裏の宇宙から撮った日本列島というものですね。これがすごいインパクトがある

と思ってまして、自分の家がどこにあるかって見に絶対行きたくなるかなって、グーグルアースみたい

な感じですかね。 

この後に、多分地図を論議するのですね。地図と地理って多分引っ張っとく方がよいのではないかと

思っていて、地図は東京書籍と帝国書院しかないんです。ですので、ある意味、ちょっと偏って申し訳

ないですけども、この二択かなと思ってまして。地理と地図を変えるのはどうかなというふうに思って

ます。帝国書院のほうにも地図の見方っていうのがあって、連動されているので、当然、子供たちにと

っては同じほうがいいのではというふうに思っています。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  府の選定資料で、１７ページ、世界と日本とか、日本と世界とのつながりとか、世界の各地

の取り上げている諸課題、地球的課題の視点で書いてある。守口は大阪、近畿なので、１８ページを見

たときに、日本の地理的特色をとらえさせる、中核とした考察の仕方と書いてあるんですが、例えば、

その近畿を見ると、東京書籍が人口や都市と村落。教育出版が歴史的背景。帝国書院が環境保全。日本

文教出版が歴史的背景なんです。だから、自分が住んでる、大阪ですけど、一番近い、その近畿地方を

教科書としての視点でとらえてるかというのは、結構注目されるなと思って見てたんです。例えば、帝

国書院は２０６ページからずっとあるんですが、環境保全が中核的な内容だと書かれているので、取り

上げてる内容は近畿の自然から始まって琵琶湖のこととか、それから阪神工業地帯、これも、環境問題

の取組とかを書きつつも、例えば、観光業の京都、奈良、歴史的環境保全、環境を主体的に、観光業も

見てるというのと。その中で、２０９ページに近畿地方と朝鮮半島の結びつきとかコリアタウンのこと

が、書いてあるんです。それから、もちろん２１１ページには東大阪のものづくり、ここも入れてある。

こういう近畿の特徴的なものを環境の視点から見てるという見方も悪くないなと思っています。 

 では、そこで日本文教出版を見てみたら、日本文教出版は同じように近畿地方は１９４ページ。歴史

的背景と書いてあるのですね。歴史的背景を見てみたら、最初は自然との関わりとか、その次が阪神。

京阪神の大都市圏の歴史を見てみましょうということで、歴史の観点が書いてある。現在に息づく歴史

的都市の特色ということで、ここで文化的なことが書いてある。港町神戸、大阪湾、この辺りも書いて

ました。ここも、世界とつながる大阪。これは大阪ですけど、コリアタウンが出ていたり、関空のこと

が出ていたりしてる。産業のことにいくと、ここは少し面白いなと思うのは、先ほどの東大阪のものづ

くりだけではなくて、例えば、堺とか、西陣とか、後、ポートアイランドの医療センターとか、ちょっ

と幅広く書いてある。ただ、２０３ページを見たら、世界遺産になった仁徳天皇陵があるんで、堺ばか

りかなと思ったりもするんだけど、ここもそういう内容で取り上げている。 

 教育出版は、同じように、歴史的背景ですね。近畿地方は２０２ページから始まるんですが、きれい

な写真がたくさんカットで入っている。ちょっと他者と違うのは林業が大きく取り上げられているかな

というようなところがあって、歴史的背景、自然環境から振り返って、京都の町屋のことと言われてい

るので京都が中心かなと。ものづくりも書いてます。東大阪もちろん書いてあるし、阪神工業地帯も書

いてあるし、都市の成り立ちと、こう書いてあるのですけども。琵琶湖の水利用って書いてあるけど、

取り上げている内容の広さから言うと、ちょっと、先ほどの２者より狭いかなと。 
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 東京書籍は非常に一般的な、何かこう、関東から近畿を見ているような感じの捉え方をしているので、

少しなじみがないかなというような気がします。ニュータウンも。阪神大震災は書いてあるけど。そう

いうような特徴があって、じゃあ、近畿の子供たちが、大阪の子供たちが学ぶんだったら、自分とこの

地域を知ろうと思ったら、帝国書院、教育出版、この辺りの取り上げ方のほうがいいんじゃないかなと

は思いました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他によろしいでしょうか。 

 お願いします。 

○事務局  先ほど委員のほうから、地理と地図を一緒にということで、貴重な御意見いただいたわけ

ですけども、調査員の報告を見ますと、帝国書院のほうはやはり地図も出されてて、地図の見方という

点からもおっしゃられたように充実しているようです。一方、東京書籍のほうは、そうではないんです。

地理は地理の見方ということで教科書があって、地図は地図を、それを活用するということで、後ほど

地図の選定と行っていただくわけですけども、その辺り、他の委員からも御意見があったらいただきた

いなと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 その地図との関連という御意見はいただいてるので、他に御意見、よろしいでしょうか。 

 分類なんですけども、今、明らかに「最もふさわしい」と属するのが帝国書院になると思います。２

つ目は日本文教出版というふうに、今、考えているんですが、よろしいですか。続いて、東京書籍、教

育出版については、教育委員の皆さんも、地図との関連という御意見を持たれる可能性もありますので、

東京書籍も教育出版も、２つ目の「よりふさわしい」というところで入れさせていただいて、教育委員

会、当日も委員の皆さんから、こちらもぜひ当日議論したいというような意見が出ておりますので、そ

こにしっかりと上げていただけるところで、止め置いたらどうかなと思いますが、よろしいでしょうか。 

○委員  日本文教出版はどうなんですか。 

○委員長  日本文教出版が「最もふさわしい」の分類。ですので、「最もふさわしい」が帝国書院、

日本文教出版。そして、次点の「よりふさわしい」に東京書籍と教育出版２者を入れております。こう

まとめさせていただいてよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  では、そのように答申案とさせていただきます。 

 続いて、「歴史」です。準備お願いします。 

社会（歴史） 

（教科書配付） 

○委員長  よろしいでしょうか。 

 それでは、事務局説明をお願いします。 

○事務局  失礼いたします。 

 「社会（歴史）」につきましては合計６者の発行者をお伝えさせていただきます。 

まず初めに、東京書籍でございます。 

１２３ページの下段、ほぼ全てのページがそうなんですが、各授業時間のまとめの課題が章末のまと

めの探求課題につながるように設定がされており、学習のつながりが見えやすいものとなっているとい

う点。また、１５６ページなど、みんなでチャレンジのコーナーでは、授業を進める上で活動しやすい

テーマが取り上げられており、そこまでに学んだ知識を生かし、グループで協力しながら対話的な活動
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を行いやすいよう工夫がなされている。また、その中で学習内容が進化する深い学びが実現されるよう

になっている、そういった意見が出されております。 

では次に、教育出版の教科書を御覧ください。 

まず２ページ、３ページ。小学校の社会科学習との関連性を意識している部分が多く、歴史の流れを

歴史すごろくとして、小学校で学んだ人物史を振り返りながら、時代の流れを読み取らせようとしてい

る工夫。また、特徴的なのが１７ページなど、学びリンクとして章ごとに文化遺産オンラインなど、学

習に役立つサイトが紹介されており、自分の興味を持った分野について調べていくことができるような

工夫がなされていると、そのような意見が出ております。 

では次に、帝国書院を御覧ください。 

初めに、１４４、１４５ページには多面的、多角的に考えてみようというものがありまして、吉良邸

に討入りをした赤穂浪士をどう処分していくのかや、同じく２３０ページ、２３１ページには同様に、

大正デモクラシーの中で、これからの女性のあり方をめぐる３人の論者の意見を検討させ、それぞれの

根拠等を踏まえた上で、自分の意見をまとめ、それを基にグループ交流させ、意見を深めさせるという、

そういった工夫が見られるなどの意見が出ております。加えて、１２１ページや１７７ページの右上に

あります、主な関連事項等、関連するページが明記されており、他の歴史事象とつなげて学習を深めて

いきやすい構成となっていると、そういった意見も出ております。 

では次に、山川出版を御覧ください。 

初めに、全体的に本文や資料ともに高校の歴史学習とのつながりを意識しているため、より高度で発

展的な内容になっておりますが、例えば、６４ページ、６５ページにありますように、用語解説が充実

しており、また、他のページの関連個所も示されているため、自主的に生徒が学習を進めていけるよう

な工夫がなされているという、そのような意見。また、１３２、１３３ページなど、各授業時間のまと

めとなるステップアップのコーナーで、単なるまとめではなく、学習した内容を踏まえて、より深く考

えていける課題が設定されるなどの工夫が見られると、そのような意見がございました。 

続きまして、日本文教出版を御覧ください。 

こちらは全体的に資料が非常にわかりやすいという意見がございました。具体的には、７８ページか

ら８１ページ、様々な写真や資料。また、１０６ページから１１０ページにかけても具体的な資料が取

り上げられているということ。次に、１０４ページ、１０５ページなどには、グループ学習等を通して、

最後は時代の特色を文章表記でまとめる形になっており、言語活動の充実にもつながるのではないかと

いうこと。最後に、１０２ページ、１０３ページなど、先ほどの点と重なりますが、より活動を通した

学びが多く取り上げられており、教え込みになりにくい配慮がなされているのではないかという意見が

ございました。 

それでは最後に、育鵬社を御覧ください。 

１４６ページ、１４７ページなどには、歴史ズームインというコーナーがあり、１６項目にわたって

発展的な学習内容が提示されております。例えば、神話に見る我が国誕生の物語や、浮世絵の影響、

「坂の上の雲」の時代など、多面的、多角的に日本の歴史について考える材料が提供されていること。

また、１９ページから２３ページなどには、章の導入部分が充実しており、最初のページに章を象徴す

るような絵図が登場し、絵図の読取りを通して学習する時代の特徴について気づかせてようとするよう

な、工夫があると、そういった意見が出ておりました。 

「社会（歴史）」につきましては、以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

それでは、見ていただく時間を取りますので、お願いいたします。 

（教科書閲覧） 
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○委員長  よろしいでしょうか。 

それでは、時間となりましたので、ここからは皆様の御意見をいただきたいと思います。 

いかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  まず日本文教出版、最初の事務局の説明からありましたように資料がわかりやすい。調査員

も、指導する教員のほうからも、やはり資料がわかりやすくて豊富であるというのがまず１点です。例

えば、１０４ページに学習の整理と活用というところがありまして、年表があったり、いろんな整理を

するだけでなくて、１０５ページにはアクティビティ、調べ活動とか、自分たちで対話したり、グルー

プで話し合ったりしてやっていくと。その学習の流れとしてステップ１、ステップ２、ステップ３と、

こういう補助的なものをしてありますので、教える教員にしても、進捗状況とかもわかりやすいのかな

と思います。それともう１点、実は３００ページから３０５ページに、これはとても大切かなと思うん

ですが、歴史との対話を未来に生かすということで、やはり歴史を学びつつ、それを未来に生かしてい

くということで、やはり子供たちに希望を持って取り組んでいこうというメッセージがあっていいかな

と思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  何者かあるんですが、日本文教出版さんと教育出版と帝国書院で、この歴史の学習の中では、

やはり世界と日本の時系列というところを押さえることが、すごい関連づけてて学べるかなと。この３

者については、各ページ、教育出版は５ページの、各項目の一番初めのところに年表でどこの位置にあ

るかというのが出てまして、帝国書院と日本文教出版のほうは、この横をめくると、ここにどの時代の

内容がというのがあるので、ここで世界と日本の比較というものを学べるような工夫がされています。 

後、考える作業ということ、東京書籍と日本文教出版なんですが、話し合い活動とかのきっかけを一

番多く載せていただいているのは東京書籍なのですが、特にどこを話し合うとかの指定はないんですが、

日本文教出版８ページ、８、９、１０、１１ページ、全体的な形で話し合いの中で学びを深めるという

取組みのサポートをしていただいているので、この部分が授業作りと子供の学びに生かせるかなと感じ

ます。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  先ほどの地理とも同様の視点で、主体的、対話的、深い学びができる教科書はどれかなとい

うところで見ています。どの教科書も課題を設定して、最後に振り返るようになっているんですが、子

供たちがぱっと見て、そういったことがわかりやすいなと感じたのは日本文教出版であったり、東京書

籍、それから教育出版、それから帝国書院、この４者は子供たちにとっても、また、教える側の教員に

とっても明確に示されているかなと思いました。その中でまた、先ほどもこだわった見方、考え方、今

回は歴史的な見方、考え方になるかと思いますけれども、そのことが明確に示されている教科書が東京

書籍と、それから日本文教出版、これは各教材ごとに、見方、考え方が示されてるので、子供たちがこ

の学習を終えた後に、そういった見方でいろんなことが考えられるようになるのではないかなと、この

２つの発行者が工夫されていると感じました。 

以上です。 
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○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  父兄なので、僕は、学校、教育側ではないので、やはりこの領土問題の書き方を見てみたい

なと思って、書いているのが育鵬社と日本文教出版が日本の領土であるということを書いてあるという

のを、ほかもちゃんと書いてあるのかもわかんないですけども、全体的な構成についてはもう、皆様の

ほうにお任せしますが、内容については、ちょっとそこは歴史については、フューチャー、そんな感じ

ではないかなと思ってます。 

○委員長  はい、ありがとうございます。 

○委員  後、山川出版は、何かこの色合いも本当、高校時代にもらった教科書みたいな。 

○委員  特に、好きな子にとってはいいかもしれないです。 

○委員  育鵬社は、やはりビジュアルがいいですね。内容もそこまでは偏ってないと思いますし、ビ

ジュアルがすごく見やすいです。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

今、日本文教出版は、すごくたくさんの御意見をいただいてる状況かなと思いますが。 

お願いします。 

○委員  歴史なので、先ほど委員が言われたように、近現代のところがどう書かれているのかなとい

うのを中心に見てたのですが、帝国書院の後ろから見ていくと、例えば年表、年表は日本文教出版と帝

国書院だけが日本と世界と、基本分けてるのですが、真ん中に日本と世界の関わりを入れてある。ほか

は大体分かれてある。だから、対比しながら日本と世界の部分になる。でも、この２者だけは、日本と

海外との交流ということで、真ん中に、その年表を入れてある。これは１つ特徴かなと。後、近現代の

ところで見ていくと、帝国書院は、先ほど未来に向けてというタイトルで、近現代のところに人権的な

視点が結構入ってるのですね。環境、人権が入ってて、先住民の話や拉致の問題とか、それからノーベ

ル賞も、男女共同参画とか、言論の自由の回復と戦争へのまなざし（Ｐ２７８）とか、黒澤明監督が出

たりとか。沖縄基地問題も、過去の戦争だけじゃなくて、現在も基地があって、小学校の近くを飛んで

いるヘリコプターの写真とか。こういう、今、我々もそうですし、子供たちもそうですが、課題になる

ようなことが右上に載っている。在日韓国朝鮮の問題もそうですし、だから、領土問題が少し載ってな

かったかなというのは思うけど、こういう視点で近現代のところに書かれているなと。各国と日本とか

をこう書いてある。日本文教出版はやはり、最後の単元のまとめ方が、先ほどの調査員の方にも出てた

ように、いいかなと思います。満州のことが全部載っていない。これは取り扱ってるのは、新世界も載

っている。大阪テーマパーク、２２８ページ。東京書籍は東京タワー。非常に取扱いとしては面白い。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

○委員  すみません、日本文教出版の、２９２ページ、２９３のところで、今の話を、もう少し掘り

下げてしまうんですけど、竹島と尖閣の書いてあるところですが。下から３行目ぐらいなんですが、竹

島については、日本固有の領土であると主張し、この問題を「国際法にのっとり、平和的に解決、努力

を続けています。」と書いてある。尖閣は、同じ文面なんですけども、「尖閣諸島は外国の領土になっ

たことが一度もない、日本固有の領土であることは明らかです。」こっちは書いて。この配慮の仕方、

何かすごい微妙かなと思ったりします。選定の話じゃないんですけど、竹島も、向こうの方と持ってそ

ういうふうにと思っています。こういうところも何か。 
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○委員  この表記で検定通ってますからね。 

○委員  これ、私、さっき「地理」でも、竹島を全部並べてみたんですけど、「地理」は全部載って

いて、大体同様の、日本が強く抗議を続けているというような、書きぶりでした。 

○委員長  わかりました。 

他にいかがでしょうか。 

今ちょっと、日本文教出版と、もう１者「最も」というところで、御意見をいただいてる中、東京書

籍と教育出版と帝国書院、この３者が少し今、まだ並列的な感じかなと思うんですが、できれば、「最

もよいところ」は複数入れたいんですが、その３者当たりで何か御意見ないでしょうか。 

○委員  歴史でも当然言語活動というのは、すごく大事なところでして、東京書籍のほうは６０、６

１ページ、また、思考ツールが入っています。それとまた、１４６、１４７にも思考ツールが入ってい

ます。これ、思考ツールというのは当然考えをまとめるだけではなくて、みんな同じ形で作りますので、

同じ土俵で興味が深まるというので、「歴史」でも、そういったことも大事かなと思います。先ほどの

領土問題についても、やはり、子供たちがこういう事実をどう考えていくのかということ、やはり議論

することがすごく大事かなと思いますので、言語活動、あるいは、情報活用能力、大事かなというふう

に思います。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

特になければ、お諮りいたします。ちょっと３つの分類なんですが、まず、「最もふさわしい」は、

日本文教出版、そして、今も御意見いただきましたが、東京書籍。続いて、「よりふさわしいもの」が

教育出版、帝国書院、育鵬社。「ふさわしいもの」が山川出版というふうに、今まとめさせていただき

ましたが、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  ありがとうございます。 

 そしたら、今の答申案でとしたいと思います。 

 それでは続いて、「社会（公民）」ですね。 

社会（公民） 

（教科書配付） 

○委員長  いいですか。続いては「公民」です。今、机上には「地図」も置いていただいてますが、

これはもう、もし時間が行ければということですので、まず「公民」について。 

 それでは、事務局、説明をお願いします。 

○事務局  はい。「社会（公民）」については、合計６者発行者ございます。 

 まず初めに、東京書籍を御覧ください。 

９ページ御覧いただきますと、みんなでチャレンジでは、持続可能な社会について考えようのコーナ

ーで、グループ活動があり、キーワードなどを利用する学習が掲載されております。また、みんなでチ

ャレンジ以外にも、１５１ページにございますスキルアップや、１９ページにございます公民にアクセ

スなど多角的、多面的な学習課題が設定されているのが特徴であると、そのような意見が出ております。

以上でございます。 

 続いて、教育出版を御覧ください。 

初めに、巻頭ページにローマ数字の４ページになりますが、ノート作りの基本形が明確に示されてお

り、学習をスタートさせるのに工夫をされているという点や、また、５１ページには、子供たちにもわ
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かりやすい視点で、上段に不当な差別的取扱いと合理的配慮ということで示されておりますが、わかり

やすい表現で記載がされている、そのような意見が出ておりました。以上でございます。 

 次に、帝国書院を御覧ください。 

まず、全体的に見開きにおけるデザインやグラフ、地図といった資料において、色覚に特性のある生

徒でも識別しやすい色が使われている、そのような工夫や、また、１２３ページなどにある技能を磨く

のコーナーでは、ここでは契約についてそれぞれどのように義務と権利が生じるかなど写真付きで問題

が記載されるなどの工夫がなされております。以上でございます。 

 次に、日本文教出版を御覧ください。 

初めに、７７ページや１２１ページにありますように、シンキングツール、これを使って考え、生徒

が考えを整理し、活用しやすいような工夫がされていることや、また、全体を通じて導入ページから本

文へ入るということで、具体的には、１２２ページ以降などがそこに当たりますが、導入ページから本

文へ入って社会の課題を考える学習などが記載されており、最後１７２ページのチャレンジ公民のコー

ナーなど発展的な問題も掲載されるという、そのような流れが工夫されている、そういう意見が出てお

りました。 

 次に、自由社を御覧ください。 

初めに、１６２ページなどにございます、アクティブに深めようでは、店の経営者の立場に立って必

要なことを話し合っていく内容になっており、既習事項を振り返りながら、実際に社会に出たときに必

要な考えを話し合うことができる工夫や、また、１４ページなどにあります、もっと知りたいという特

設ページでは、生徒の興味、関心を深め発展的な学習として学習意欲を高めるためのコーナーが設けら

れている、そういった意見も出ております。 

 最後に育鵬社を御覧ください。 

こちらも特設ページとして、６０ページや７０ページに学習を深めようというものが設定されており、

特に疑似的なことに触れている特徴があるということで、発展的な学習が記載されている工夫や、最後

に、７６ページ、７７ページには政治の入り口として救急車をタクシー代わりに使う人の増加の問題に

ついての解決策を話し合う課題が記載されていること。また、ロールプレイング形式になっており、生

徒が主体的に考えるきっかけとなりやすい。さらに、Ａ議員、Ｂ議員、Ｃ議員など具体的事例も多く提

示されている、そのような意見が出されております。 

 「社会（公民）」については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、見ていただく時間取りますので、よろしくお願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  時間となりましたので、ここからは御意見を頂戴したいと思います。 

 なお、本日はもう、この「公民」で最後とさせていただきますので、最後忌憚のない御意見をお願い

いたします。 

 では、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  この大阪府の選定資料を見てですけども、１７ページのほうには補充的な学習や発展的な学

習ということで、資料やコラムのことについて書かれています。本市のＩＣＴの活用を考えますと、ウ

ェブサイト上の情報を得ることのできる教科書のほうが、より子供たちにとってふさわしいのではない

かと考えて見ているんですが、実際見れるというふうに書いてあるのが、東京書籍、教育出版、帝国書

院、日本文教出版。この４者は使えるということが書いているので、こういった活用ができるほうが望

ましいのではないかなと考えます。 
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 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  先ほど事務局から日本文教出版のほうなんですけども、すごく一連の流れがあるということ

で調査報告ありましたが、バランスがいいなと思いますのは、７７ページに、シンキングツールがある。

１６ページに情報スキルアップ、あるいは、６０ページにネット社会と付き合おう、あるいは、最後の

８６ページに新聞の読み方と伝え方を学ぼうというところで、特集を組んでられる。どの発行者もメデ

ィアリテラシーということで、当然、情報活用能力は受信と発信があるんですけども、そのときにうそ

をついてはいけないとか、受け取るときに真偽を確かめるとか、そういう情報モラル、いわゆる批判的

に見るメディアリテラシーをどの発行者も使ってられるんですけども、日本文教出版は特に、この情報

スキルアップでそこを強調してるということが言えると思います。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

○委員  公民を教える先生は単独でおられるのですか。 

○委員長  基本、社会科の。 

○委員  先生がやると。 

○委員長  「公民」が３年生。「地理」と「歴史」は併行に学習しています。 

○委員  高校の免許を持っている人は、「地歴」「公」は２種類なので、聞いていると、中の１種の

社会と、例えば高の公と、地とか持っている人は公民が好きだとか、そういうのはありますね。 

○委員  結構、公民って憲法とかが入っていて、うちの子でも、これですごい憲法興味があって。何

か一番公民好きだと。だから結構、政治とかもそれで好きになりましたね。 

○委員  雑談ぽくなって申し訳ないんですけど、さっきの、議員のまねごとして議論をするというや

つとか、それはどうですか。別に必要であるみたいな感じが少ししたので。この育鵬社の、７６、７７

ページ、政治の入り口と書いてあって。やはりこういうようなことが中３でやるというのは、選挙権が

１８歳以上になったことですし。育鵬社は、１９８ページに万博を書いている。これ、２５年に大阪万

博があるんですけども、万博の記述よりも、その９９ページの横の、ソサエティー５．０の話、ここに

書いているというのは、何が関係あるのかわからないですけど、これはちょっと面白いと思いました。

ほかのところは記述がない。調べ切れてないですが。次世代の話と考えられます。なかなか公民の内容

が進んだ気がします。公民はすごいと思います。この自由社のほうが少し偏った見方をされていますね。

全体を今見てみましたけど、巻末とかで、一番後ろのところに日本地図載せていて、我が国の領域って

書いていたり。 

○委員  葛藤するのはいいですね。何かこう、テーマを与えて、日本文教出版に載ってましたが、議

題があって、子供たちで、１７２ページに社会保障のあり方について考えようと。結構そういうので考

えて、子供たちも、それに少し正面向かって、そう考えれるかなと思います。青年の主張じゃないけど

も、そういう感じで議題を与えてやったほうが良いと思います。この前学校でとり組んだそうです。 

○委員  一人ずつが大声を出して主張を言うっていう、そういう授業も大事かなと思ったりもします。 

○委員長  実際こう、覚えるとかだけではなくて、実際にやっていって、考えていくと。 

○委員  はい。自分で考えてやって。 

○委員長  ありがとうございます。 

○委員  委員長。今の関連でおっしゃったように、子供たちが自分の考えをアウトプットするような、



－21－ 

そういったところでは、日本文教出版の、例えば、６８ページ、６９ページのところ。ここのところで

は１５歳は子供、それとも大人というところで、それぞれの登場人物のところを読み終えて、その後、

アクティビティということで、この携帯電話のルール作りを自分たちでやろうということが示されてい

て、いいなと思いました。また、東京書籍の１７６ページ、１７７ページのところには、コンビニエン

スストアのお弁当を企画しようと。お弁当を、こうやって実際に売るためにはどういった視点が必要な

のかということを考えて、またみんなで議論し合うと。こんな工夫もされていて、単に、いろんな憲法

のことをインプットするだけじゃなくて、こうやってアウトプットするような仕組みがある教科書がい

いなと思いました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  この、共生社会と人権という視点のところで、東京書籍だけなんですが、２３ページで、こ

の多様性の尊重というのを取り組んで、その後の項目も順番に見ていくと、この多様性理解というとこ

ろに視点を置きながら、様々な権利を取り扱っていっていますので、そういう点が、ここは統一すべき

ところであるかなと感じるのと、これ、守口で、先ほど委員の話でもあったんですが、守口夜間学級と

いう視点で、唯一取り扱っていただいているのが、教育出版が６０ページのところで、これも権利のと

ころで、教育出版も同じように多様性理解というのを初めのほうに出して進めている中で、この夜間学

級の取扱いもあるので、より身近にいろんな権利を学ぶことができるかなと感じました。 

 以上です。 

○委員長  はい、ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 はい、お願いします。 

○委員  全ては見切れてないんですが、帝国書院の１０７ページから、公民のもう一つテーマである

と思うんですが、経済について書かれているところがございまして。例えば、１１１ページを見ると、

今、テレビとかのバラエティー番組やってそうな、あなたが無人島に漂着したらどうしますかみたいな

ことを何か理論的に書いてあったりとかですね。その後、１１３から１１５ページ、国産牛と輸入牛の

話とかも、株がどうなるのとかいうような経済の仕組みを書いている。これは直接生活に障るようなと

ころなので、興味を引いて、子供たちも理解できるのかなというような感じを受けました。取り上げる

テーマがなかなか面白いかなと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他にございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 そしたら、分類のまとめなんですが、まず、「最もふさわしい」が東京書籍と日本文教出版になるか

と思いますが、よろしいでしょうか。続いて、「よりふさわしい」が教育出版、帝国書院、そして育鵬

社の３者。よろしいでしょうか。「ふさわしい」が自由社の１者ということで答申案とさせていただい

てよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  ありがとうございます。 

 そしたら、時間もまいりましたので、本日は、この「公民」で一度区切りとさせていただきたいと思

います。ですので、次回は「地図」のほうからいろいろ御意見を頂戴したいと思います。 

 改めて確認ですが、次回は７月１４日（火）の午後２時、場所はこちらでよろしいしょうか。この教

育委員会会議室で、また始めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 
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 それでは、本日の閉会に当たりまして、副委員長より御挨拶をお願いいたします。 

○副委員長  長時間にわたりまして、委員の皆様方、いろいろな御意見をいただき、答申案の作成、

まだ全て終わってはおりませんが、御苦労さまでした。 

 広く各学校の調査員、それから、一般の教科書展示に関する意見、それから、調査員以外の先生方の

意見ということで、それらを踏まえて審議をいただきました。最終的には、教育委員会のほうで採択を

されるということですが、適切な答申案の作成をこれからもしていきたいと思いますので、限られた時

間ではありますが、第２回目以降の審議についてもよろしくお願いをいたします。 

 本日は御苦労さまでした。 

○員長  お疲れさまでした。 

○事務局  では、以上をもちまして、第２回目の選定委員会は終わりにしたいと思います。ありがと

うございます。 

○委員長  ありがとうございました。 

 

第３回守口市義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

 

日  時    令和２年７月14日（火）午後２時00分 

 

場  所   守口市役所 教育委員会会議室 

 

出 席 者      委 員 長   森田 大輔 守口市教育委員会事務局 教育監 

副委員長   大野 友己 守口市立庭窪中学校 校長 

委  員   棹本 達也 守口市教育委員会事務局 教育部 学校教育課長 

委  員   中村 文俊 守口市教育センター長 

委  員   光宮 猛  守口市立大久保中学校 教頭 

委  員   横山 淳  保護者 

委  員   清水 智織 保護者 

 

 

○事務局  お時間になりましたので、ただいまより、令和２年度第３回守口市立義務教育諸学校教科

用図書選定委員会を始めさせていただきます。 

 初めに資料の確認をさせていただきます。 

 青のファイルに、とじておりますのが本日の次第。それから次のページに、前回第２回で「社会（公

民）」まで決定をいただきましたものについて一覧でまとめたものをお示ししております。 

 それから、この赤い付箋を開けていただくと、前回同様、調査報告書の写しを挟んでいますが、そこ

に「理科」以降、最後の「道徳」まで追加で入れておりますのと、次に、上の付箋を開けていただいた

ら、諮問の写しを挟んでいます。その次、もう１枚めくっていただきますと、こちらも前回同様、中学

校の意見書を挟んでおりますが、ここにも最後「道徳」までの意見、これを加えてファイリングしてお

りますので、御確認のほうお願いいたします。 

 それと別に、ファイルの中に、本日は、令和２年度今年度使用の小学校の一覧と、裏面に同じく今年

度中学校で使用しております一覧。それから、特筆事項を記入するものも、前回の続きの分入れており

ますので、また御活用のほうお願いいたします。 

 では、委員長のほうに、ここから進行をお譲りいたします。お願いいたします。 
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○委員長  それでは、改めましてこんにちは。 

 本日も大変御多用のところ、御参集賜りまして、誠にありがとうございます。ただいま説明ありまし

たように、本日は前回の続きということで、調査員がまとめました調査書を基にしていただいたり、ま

た、各お立場からの忌憚のない御意見を頂きながら、前回と同様、「最もふさわしいもの」「よりふさ

わしいもの」、そして「ふさわしいもの」の３つに区分をして、答申案として提出をしていきたいと思

いますので、本日も活発な御意見頂けたらと思います。 

地図 

それでは、机上のほうに、２者の「地図」が用意されております。 

事務局、説明をお願いいたします。 

○事務局  失礼いたします。 

 それでは、「地図」につきまして、発行者合計２者ございます。 

まず初めに、東京書籍でございます。 

 １６４ページを御覧ください。ジャンプの項目が、設けられており、それに関連するページが示され

ているというところで、有効に活用できるのではないかという意見や、また、７ページ、８ページを御

覧ください。こちらには、現代社会のテーマでもあるＳＤＧｓ、これを特集することで生徒の興味、関

心をそそる内容を伝えているということ。それから最後に、１８６ページを御覧ください。こちらには

資料の索引のページが設けられており、まさしく自学自習の助けになるのではないか、そのような意見

が出ておりました。東京書籍については以上でございます。 

 続いて、帝国書院、御覧ください。 

 こちらは、１６７ページ以降、御覧いただきますと、それぞれ、正式な国名が表記されていることで、

こちらも自学自習にも役立つのではないかという御意見。また、４４ページの右下を御覧ください。地

図活用という項目が設定されており、こちらも補充、また、発展的な学習につなげやすいのではないか

という御意見。最後に、御覧いただいてわかりますように、教科書のサイズが少し大きく設定をされて

いることで、生徒にとっても中が見やすく、詳細の取扱いがしやすいような工夫がなされている、その

ような意見が出ておりました。 

「地図」２者については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

そしたら、２者の地図を見ていただく時間を取りたいと思いますのでお願いいたします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  ここからは御意見を頂戴してまいりたいと思います。 

 それでは、御意見いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  帝国書院の２６ページと、東京書籍の３２ページのところ、見てもらえたらと思うのですが、

帝国書院のほうが、この相関図の中にそれぞれの文化のポイントになるようなものを書いていて、大き

な地図で探す前に、ここである程度の場所が探せるような工夫がなされているので、その部分がわかり

やすいと感じます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

○委員  帝国書院の５７ページであったり、６０ページですね。調査員の報告にも書いてあるんです

が、同緯度、同縮尺の日本を世界のいろんな地域のところで表してあって、日本の大きさがアメリカと
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比較できたりとか、同じぐらいの大阪と同じ同緯度の地域がわかって、大変興味深く見ることができて

いいなと感じました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他に、いかがでしょうか。 

こちら２者ですので、比較いただかなくてもそれぞれの良さもいろいろ御意見頂ければ、教育委員会

定例会当日、ここでの意見も非常に参考にされますので、ぜひお願いいたします。 

お願いします。 

○委員  資料のところのページで言いますと、帝国書院が１６７ページ、東京書籍、１６９ページの

ところが同じ内容になってるんですけども、見やすいのは帝国書院さんで、なぜかというと、一行ずつ

モノトーンになってるんですよ。東京書籍はべたっという塗り方なので、横に追いかけるときに見やす

いというのがあって、これは良さかなと思っています。あと、日本地図の見開きのところ、７０ページ

でしょうか、見開きができてるのと、東京書籍は２ページの見開きみたいになってるので、そこはどう

しても大きい小さいで違うのかなというのがあると、東京書籍は８６ページですかね。やはり少し大き

さが違う。 

後、間違いを見つけたんですよ。７９ページの沖縄、帝国書院のほうの７９ページの見開きを返した

ところなんですけど、この、宮古島のところ、下のほうから２つ目のところ見ていただきますと、実は

航路が書いてあるんですよ。航路、船の道がね。そして、多良間島に出ている道で、この横には多良間

島ってあると思うんです。多良間から船が出るんですよ、これ。多良間と宮古島の赤い線追いかけてま

す。宮古島と書いてあって、港のマークがついて。実はこれ、橋の下通ってるんですけど、これは実は

ね、これが正解で。実はね、東京書籍の８８ページには昔の航路が書いてあったんです。 

〇委員  こっちが間違えてるっていうこと。 

〇委員  東京書籍の８８ページが間違ってるんですよ。８８ページの下のところの航路ですね。島の

上を走ってる。これ昔の航路なんです。 

○委員  よく見つけましたね。 

○委員  これ、宮古島に電話したんですよ、どっちが正しいかと自習しに来たときに、そこで、橋の

下通るのは今正解ですよって。だから、多分ね、資料がやっぱり、帝国書院さすがやなっていう。そう

いうことです。これを取り上げるわけじゃないですけど、何かそういうもの。 

〇委員  これよく見つけたよね。これはよく見つけたなと思って。 

〇委員  思い出があるんで。 

〇委員  大きくないのに、小っちゃい掛図の。 

〇委員  ＧｏＴｏキャンペーンの宮古島にも。 

〇委員  そっちがすごいと思ってしまった。 

〇委員  そういうのが多分、何かあるのではないかという話が。 

〇委員  帝国書院のほうが、より最新の情報で見て。それが出てるいうことですね。 

〇委員  そうですね。後、まあまあ大きいので見やすいというのと、さっき出た、技法ですけど、べ

たっとつけられているんですけど、やはり地図は帝国書院みたいなので。だめなんでしょうけど、先入

観があると。 

〇委員長  お願いします。 

〇委員  まず、委員おっしゃったように大きさ違いますよね。東京書籍は資料集みたいになってるん

ですよね。見てましたら、例えば、最初のところで、ＳＤＧｓの、ことが、ずっとありましたけど、東

京書籍の６ページは、下のほうに歴史や公民でも活用しようとか書いてたり、前半、地図になる前にい
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ろんな資料が出てると。何か資料集みたいになってるのが一つと、地図帳なので、やはり正確にその土

地の地形だとか、そういうものが見れる、見やすいっていうのが大事なところだと思うと、帝国書院の

ほうがいいかなと。色も、色覚特性のある子でどうかなと思うんですけど、若干、東京書籍のほうが、

明るさの差異が少ないっていう感じがしています。帝国書院のほうが鮮やかである。最初のほうを見て

みると、見開きの世界地図がどっちもあります。帝国書院は経線が５度ずつに時間が区切ってある。東

京書籍はもうちょっと幅がありますよね、実際には。それと、多分、この世界地図見たときに、国や場

所を探すときに、よくありますよね。例えば、この帝国書院であればロシア連邦っていったら、大体そ

の上のところにアルファベットが書いてあって、Ｌの例えば左側行ったら２とかね。よく地図で探すよ

うな、番号で探せるようなところが示してある。これ、ガイドブックとかに使うてあるやつだと思うん

ですけど、東京書籍のほうにはないんですね。 

もう一つ、帝国書院で面白いなと思ったのは、３２ページ。日本地図、世界、世界地図書いたときに、

日本の地図やから日本が真ん中にあって、世界があってね。これ、国が変わったら地図が変わるんです

よね。この帝国書院だけ、東側と日本の交流の歴史を、これ中国から見てるんですよ。中国側から見た

日本でしょう。こういう視点はないんですよ、だから、こういう視点の地図は面白いなと思って、要は

大陸側から日本を見てるっていう。これはなかなか面白いなって、子供たちの視点からかなと。後は、

例えば、地図の見方で、縦向いたり、横向いたりいうのは、どちらも同じなので、それは大差ないかな

というふうには思いました。３２ページは面白いなと。 

○委員長  ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

お願いします。 

〇委員  先ほど委員の最新のデータということで、一応付け加えなのですけども、東京書籍の１７３

ページに、人口の図があるんですけども、帝国書院は、１７１ページ。先ほどおっしゃられたように、

こちらも年代、帝国書院は２０１８年度ということで、調査報告にあると、今最新の数字を使ってると

いうことです。 

それともう１点、実は世界の勉強をするということは、やっぱり中学生も、そこに向けて勉強するん

ですけども、やはり我々、守口に住んでるということで、ちょっと箇所を調べたんですけど、両方とも

３か所なんですけども、実は、帝国書院の１００ページに守口があって、守口の特色、乾電池の絵が、

帝国書院の１００ページですね。世界の勉強しながらもやっぱり守口市の、当然そこへまた戻っていく

というのは大事かなと思いましたので、述べさせていただきました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

今、お聞きしてましたら、やはり、帝国書院のほうが非常に学習に活用していきやすいんじゃないか

という御意見を頂きました。先ほど少し触れましたけども、地図については２者ですので、基本的にど

ちらも「最もふさわしい」というところで答申案の作成をさせていただきまして、また、今頂いた御意

見と、また、調査員の調査報告書もございますので、それを持って、教育委員会定例会で最終御議論い

ただくということでよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  はい。そしたら、どうもありがとうございました。 

 それでは、続いて「数学」に移らせていただきますので、準備をお願いいたします。 

数学 

（教科書配付） 
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○委員長  それでは、「数学」の説明をお願いします。 

〇事務局  失礼いたします。 

「数学」については合計発行者７者ございます。 

まず初めに東京書籍からでございます。 

初めに、１年生の２６３ページを御覧ください。このように補充の問題というところで設定されてお

り、難易度別で出題されておりますので、自分で生徒が振り返ることができる工夫がなされているとい

うこと。また、同じく１年生、２４５ページ以降を御覧ください。こちらには大切にしたい見方・考え

方で事象を論理的に考察していくことができる、そのような意見も出ておりました。東京書籍について

は以上でございます。 

次に、大日本図書を御覧ください。 

初めに、１年生の１２ページ御覧ください。各学年全体を通じて、それぞれの章の導入が生徒にとっ

て身近な内容でわかりやすい、そのような意見や、また次に、２年生の付録１ページ一番最後、付録の

１ページを御覧ください。このように最後のまとめが、小さな冊子にすることができるようになってお

り、要は生徒が携帯できるような形で、こちらもとてもわかりやすいのではないかと、そのような意見

が出ておりました。大日本図書については以上です。 

次に、学校図書を御覧ください。 

初めに、１年生１６５ページを御覧ください。学校図書では単元に入る前に振り返りの問題があり、

生徒にとってもとてもわかりやすい工夫がなされているということや、同じく、１年生１６ページ以降

を御覧ください。１６ページの左下に、どんなことがわかったかなということで、各学習内容の理解度

が生徒自身で確認できるような工夫がされていると、そのような意見がございました。学校図書につい

ては以上でございます。 

次に、教育出版を御覧ください。 

こちらも初めに、１年生の９０ページ、９１ページを御覧いただきますと、これも３学年全てに共通

して言えることなんですが、教科書の横、右側にわかりやすくそれぞれの考え方をサポートするような

欄が設けられているということ。また同じく、１年生２７５ページを御覧ください。こちら、数学の広

場で数学の歴史が題材にされるなど、生徒の興味、関心から発展的な学習につながるような工夫がなさ

れていると、そのような意見が出ておりました。教育出版については以上でございます。 

次に、啓林館を御覧ください。 

こちらも初めに、１年生の１９６ページ、１９７ページを御覧いただきますと、それぞれの小単元に

もＱＲコードが用いられております。ページの下側になりますけれども、こういったコンテンツがあり、

とても全般的に充実がしているということや、次に、３年生、の１９８ページ御覧いただきますと、学

びを確かめようというコーナーが設定されており、確認問題で振り返りのページが記載されている、こ

のような意見も出ておりました。啓林館については以上でございます。 

それでは次に、数研出版を御覧ください。 

こちらは、全学年共通ですが、それぞれ一番後ろ、裏表紙になりますが、一番後ろに生徒自身が自己

評価ができる添付表で自身の学習の様子を振り返ることができるような工夫。また、別冊になりますけ

れども、こちらの探求ノート、これを有効に活用することで、生徒の学力の定着・向上につながるので

はないかという、そういった意見も出ております。また最後に、なりますが、３年生９３から９５ペー

ジ開けていただきますと、章末に確認問題、問題Ａ、問題Ｂという構成で、問題の構成が大変わかりや

すくなっていると、そのような意見も出ておりました。数研出版については以上でございます。 

最後に、日本文教出版を御覧ください。 

１年生２５８ページ、２５９ページを御覧いただきますと、数学を仕事に生かしている方の話を知る
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ことで、生徒自身の今後の学習意欲につながるのではないかという意見や、同じく、１年生の３０１ペ

ージから３０８ページ御覧いただきますと、こちらは全学年共通にもなりますが、対話シートというも

のが用意されており、生徒同士、ペアやグループ学習を行いやすい工夫がなされていると、そのような

意見が出ておりました。 

「数学」７者については以上でございます。 

〇委員長  ありがとうございます。 

それでは、ここからまた教科書見ていただく時間を取らせていただきます。７者ございますので、１

０分程度取りますので見て頂けたらと思います。よろしくお願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  ここからは御意見頂きたいと思います。 

 それでは、御意見いかがでしょうか。 

 お願いいたします。 

〇委員  本市の視点とするデジタル資料等の添付について、この大阪府の、資料を見ますと、数の２

３ページなんですが、啓林館が１４９と、数研が１６４と、他者と比べまして圧倒的に多いところがあ

ります。例えば、どういうのが載ってるのかと申し上げますと、啓林館の１年生の１６０、１６１なん

ですけども、これ作図の勉強なんですけども、コンパスの、実際そこを書く動画が出てるというので、

結構、わかりやすいかなというふうに思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  １年生のそれぞれ最初に習う正の数や負の数、そこのところを小学校から上がった子供たち

がどんなふうに学ぶかなという視点で見てみました。そのときに、数研出版の１年生の２６ページ、２

７ページを見ていただきますと、どの教科書も、この正の数、負の数を数直線で表したときに、色でわ

かるように、工夫はどの教科書もされてるんですけども、この数研出版は、その数直線に対応して文章

表記のところにも、例えば、２６ページのところでしたら青線で正の方向に２進むと。それが数直線と

対応するようになっていて。正の数は青で、負の数は次２７ページ、オレンジ色で示して、どちらに進

むというふうに、初めて小学校からこうやって上がってきて、負の数を習うときに、大変、文章と数直

線が一体しててわかりやすいなというふうに感じました。 

 また、ちょっと違う視点にはなりますけれども、これは啓林館の同じく、この正の数、負の数の入り

口のところを見てみますと、日本一高い山、富士山のことが載っていまして、こういったところで出て

くる正の数、負の数、気温のことであったりとか、こういった具体的な事柄から実際に正の数、負の数

が学べるように工夫されてるなというふうに。 

 他の教科書も同じように、１年生が学びやすいような工夫はされてるなというところですが、具体的

に見つけたところを申し上げました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  先ほどの、この選定資料のところで見てたんですけど、数研出版がトータル１，０３６ペー

ジ。そのうち、別冊になってるのが１５２ページ。３年分でですね。それを差し引くと８８４ページが

教科書のページになるのだけど、非常に量的に多いなというのがあって、この分冊になってるものも中
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身としては面白いんだけど、さあ、この分冊は家庭学習の課題になってしまうじゃないかなっていう、

危惧が一つあるなと。いいものなんだけど、取り扱ってる量が非常に多いっていうのが気にはなるかな

っていう気がします。そして、観点の箇所数も各教科書の、非常に特徴が出てるなと。デジタルコンテ

ンツの箇所数は数研出版が断然多いですよね。だから、そういう機器をうまく活用できれば、こういう

ことを有効に使えるんだろうなと。逆に、例えば、対話的な学びにつながる箇所数っていうのが、学校

図書が多いんですけど、でも学校図書の教科書を見てみたら、教科書のいろんな説明のところを、本来

先生なりが、あるいは、子供たちなりが言ってることを、子供言っているだけのことなので、余り対話

的なものにはまらないのではというので、どちらかというと、生活に密着した場面が出てくるところで、

数研出版は非常に少ないんですけどね。非常に特徴があって、守口の子供にとったらどうなのだろうと

いうのが見えるとこかなと思います。だから、教出とか、その辺も面白かったんかなと思ってるんです

けど。啓林館とかね。啓林館も振り返りのやつが、これもややこしいのですが、縦横で、裏面を見たら

横になってるのですが、要はその学年でやった単元の振り返りが一つの表にまとめられてるので、これ

は使いにくいかなと思ってますね。数研出版のやってることを、少し内容は軽くしたけど、１冊の分冊

にまとめてるみたいな感じですので。そういう啓林館の面白さなのかなと 

○委員長  ありがとうございます。 

他に、いかがでしょうか。 

お願いします。 

〇委員  各者見てて、一番初め数の説明のところで、２種類特徴がありまして、大日本図書の１４ペ

ージ、教育出版の１６ページのところで、自然数の定義のところなんですが、単なる記憶じゃなくて、

自然数というのが物の個数や順番を数えるときに使う数であるという、この数学的な概念というのをき

っちり押さえて、この２つの教科書が使われているので、その部分が、数学というのを意識させるには

いいかなと思います。また、中学生ということを考えて、そこのところを見た目で表示してるのが啓林

館の１３ページ、数研出版の１８ページ、日本文教出版の１８ページで、この３者は、この整数、負の

数、負の整数と正の整数。正の整数が自然数ですよというのを図示で、見てわかる形で表してくれてる

ので、導入として使うには、こちらのほうが進みやすいかというのを感じました。この数研出版が、内

容を見てると自学自習をテーマに作られた教科書かなと。自分で学ぶことを考えると、すごい取りかか

りやすいんですが、同じような分け方の難易度別のほうで配慮してもらってる中だと、啓林館の分が考

えるところを全部色で囲ってて、そこのポイントを押さえたらいいよっていうのが、これも見た目でわ

かるような工夫がなされてるように感じます。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

今、教える側の使いよさとか、少しそういう意見とか、逆に、使われる生徒さん、お子さんとかが使

うというところで何か。これならちょっと勉強しやすそうだなとか。例えば、家で使うときとか。 

〇委員  ちょっと聞いたんです、子供にね。テスト終わったところだったんで、それも含めてどうや

ったんみたいなことを言ってて。数学っていうのは、どういう授業してるのとか言ってたら、何か結構

プリントが多いって言ってましたね。教科書よりもすごい、これ家じゃないので、教科書を使うよりも

プリントで勉強してるのがすごく多いって言われてたんで。プリントみたいな感じで。でもやっぱり、

まとめちゃうんでね、先生がもうプリントにしてまとめて、飲み込みやすいようにするの、ですね。だ

から、先生たちが教えやすい教科書でもいいのかなっていうのは、私は思ったりはするんですけど。で

もやっぱり啓林館はすごいいいなって、思いました。 

○委員長  啓林館。 

〇委員  はい。委員がさっき言った、数研出版は、間に合うかみたいな、子供たちがみたいな感じは
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すごく。啓林館を見たときにもう、見やすいってすごい思って、子供も見やすいのかなって。ちょっと

色をつけて分けてるって、大事なところはつけるとかいうのがあったので、一応それは感じました。 

○委員長  確かに、生徒さんにとって、家で使う場合、あれどうやったかなというときに、わかりや

すく、見やすくまとめられてるのが一番使いやすいですね。 

〇委員  はち切れんばかり入れてるもんで、教科書を。私も啓林館で。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  デジタルコンテンツのところ、もう少し見てみました。御意見あったとおり、ＧＩＧＡスク

ールですか、意識されて書かれてる、増えてきてるなっていうのと。ただ、よくある話で、用意するだ

け、中身がやっぱり大事なことだと思ってまして、今、少し見ただけなんですけども、例えば、大日本

図書の６５ページ、ちょっと名前が珍しかったので、少しＱＲ探ってみたんですけど、師子鹿桜さんっ

ていう、これボーイングの副操縦士をやられてる方で、これすごい人なんですが、掲載されています。

この人のページが、実は、ＱＲから飛んで見られて、ここにはこれだけしか書いてないんですけども、

いろんな体験談などが書いてあって。数学に何の関係あるのかなと思ったら、最後の最後で、この飛行

機がロスに着くまで何時間かかるか計算しなさいっていうこと、書いてあったので。数学なんですけど

も、この人たちがどういうふうなことを日ごろやられてるかっていうのが、スマホでも見られるし、今

度頂けるであろうｉＰａｄでも当然見られるであろうと。ただ、静止画。静止画っていうか文章だとね。 

ところが、こっちの啓林館は１８５ページの展開図のところですね。ややこしいなって、うちの子供

勉強わからなくなるのではと思いました。だから動画で動いていって、形を最後開いていくとかってい

うのができるみたいなことが、１０秒ちょっとぐらいであって。これを視覚で動かされると、わかると

思うんですよね。子どもらはゲームをやってるから、それはわかると思うんですよ。だから、動画で動

いてるっていうのは、一つポイントだなと。 

私が探した中では、数研出版の１８７ページの空間図形っていうのがあって、ここのＱＲにいくと、

これ正しいか、ちょっとどうかわからないんですけど、クイズになっていて、脳トレみたいなゲームが

中にあって、ぽんと押すと、何足す何が、ぽんと押したら答えが出て、ずっと繰り返していけるってい

うので、多分、今の子供たちでは、こんなことめっちゃ好きじゃないかなっていう気がしてまして。ち

ょっと数学の中身については、僕も余り語れないので、こういう将来的なＧＩＧＡ、将来っていうか、

もう来年ですよね。ＧＩＧＡスクールのことを意識したことが多いかなと思ってまして。 

〇委員  先週ＧＩＧＡスクールの話を聞くタイミングがありまして、経産省の産業教育課の室長、課

長さんですね。浅野大介さんっていう、もしかして私の勘違いかもしれないですけれども、ＧＩＧＡス

クール仕掛けた人で、国から予算取ってきた人、１兆円取ってきた張本人って自分で言ってましたけど。

その人の話をやっぱり聞いてると、教科書がね、もうこれからはデジタルの時代になって、もう、果た

してランドセルは必要なのか、個別の授業をしていくっていうことであって、単元自体を、１年間で授

業終わるっていうのはもう罪やと。その子に合わせた授業を、９年なり１０年かけてやるっていうのが

本来であって。すぐに、いわゆる僕らでもググるとか、そういうようなことをやることができることが、

これからの子供たちには必要なのではというようなことを、延々と話されてて、もっと中身がものすご

いと言っておられたのですけど、必要だと、そんなこと言われてたので。来年、守口市でもｉＰａｄが

入るんだけども、この教科書４年間続くのですよね。だからその辺のところの国のスピードと、町行政

というのと、文科省と、経産省との取り組みがあると思うんですけども、そのスピードっていうのが何

か少し違うので、こういうようなＧＩＧＡスクールに使えるようなコンテンツがこれから増えていくだ

ろうし、もっと中身が問われるのではないかと思いました。 
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○委員長  なるほど。ありがとうございます。 

 それでは、たくさん御意見いただけましたので、まとめさせていただきたいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

（「はい」という声あり） 

 まず、今、頂いた意見では、「最もふさわしい」については、啓林館、それと数研出版、この２者。

続いて、「よりふさわしい」が大日本図書、学校図書、それと教育出版。最後、「ふさわしい」が東京

書籍、日本文教出版というふうに、今まとめさせていただいたんですが、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

 よろしいでしょうか。そしたら、今のとおりで答申案とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 それでは、続いて「理科」ですね。準備お願いします。 

理科 

（教科書配付） 

○委員長  そしたら、「理科」の説明、事務局お願いします。 

〇事務局  失礼いたします。 

 「理科」につきましては、合計５つ発行者ございます。 

 まず、東京書籍からでございます。 

初めに、１年生の１０８ページを御覧ください。説明しようという項目により文章表現を求める項目

が多く、生徒の表現力が高まると、そのような意見が出ておりました。また同じく、１年生１２８ペー

ジを御覧ください。教科書の下にそれぞれ観点が示されおり、生徒自身が学習しているところが、今ど

こなのかがわかりやすい工夫がなされていると、そのような意見が出ておりました。東京書籍について

は以上でございます。 

次に、大日本図書を御覧ください。 

初めに、３年生の２２６ページ、２２７ページを御覧ください。ここでは、小学生のときに学習した

内容を見開き２ページで押さえた上で、そこから新たな学習内容に入っていくことができるような工夫

がなされているという点。また次に、１年生の１２９ページを御覧ください。ここでは、生徒同士が話

し合い活動を通して問題解決の学習ができるような工夫がなされている、そのような意見が出ておりま

した。大日本図書については以上でございます。 

次に、学校図書を御覧ください。 

学校図書の、初めに、１年生の２３ページ右上を御覧いただきますと、毎時間の目標や考え方、また

それに合わせて、次に２７ページの右下を御覧いただくと、それぞれ章末にはまとめが書いてあり、わ

かりやすい構成になっているという意見。また同じく、１年生の９８ページ以降御覧いただきますと、

一つの実験、観察のページが大変多く、レポート形式でわかりやすく表示がされている。また、注意点

については、ストップという表示で目立つように示されている工夫がある、そのような意見が出ており

ました。学校図書については以上でございます。 

次に、教育出版を御覧ください。 

ここでは初めに、２年生の６０ページを御覧いただきますと、学んでいくことが、学習する前に明示

されているという工夫や、次に、１年生の１０ページから２５ページの間に、初めに観察を通して観点

や基準を示した上で、その後のページにかけて生徒同士が話し合いを進める中で分類をしていくという、

そのような構成がわかりやすいのではないかという意見が出ておりました。教育出版については以上で

ございます。 
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最後に、啓林館を御覧ください。 

初めに、１年生の１７ページを御覧いただきますと、学びの見通し、右側ですけれども、学びの見通

しを示し、学ぶ前にトライを入れて生徒が目標設定が行いやすいような工夫がされているという点。ま

た、啓林館については、全学年の最後、一番最後にワーク集が立体となった形となっており、これらに

ついても生徒が自学自習に活用しやすいような工夫がなされていると、そのような意見が出ておりまし

た。 

「理科」５者については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、ここから教科書を見ていただく時間取らせていただきます。よろしくお願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  それでは、ここから御意見のほう頂戴したいと思います。 

 それでは、御意見いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  ２点ありまして、１点目が理科室の使い方というのが全教科書と取り上げられておりまして、

東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版は教科書の一番初めのところにまとめて書かれてるんです

が、啓林館だけ単元の化学分野に入ってくるところの前にそれを触れている形で、実際、実験等で危険、

安全管理の観点からいくと、要するに危険の直前に学ばせたほうが入りやすいかなと。そこ、教科書の

構成の、これは啓林館がきれいにできてるなと感じました。 

 もう１点が、生物の分類っていうところを調べていたんですが、ここが東京書籍さんと啓林館さんの

ほうで、啓林館４６ページ、東京書籍はこの、多分４８、４９から始まっていくんですが、他者は爬虫

類とか、学習のところから入って分類なんですが、この２者だけ、観察を入れた中で、観察の細かい特

徴から分類に移行するという形で系統的にまとめられてるかなと感じました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  調査事項のところにもあるんですけども、やはり啓林館のほうが、見開き構成で、文章が全

部真ん中に寄っているということで、大変読みやすいというふうな調査員の成果があります。それと、

例えば、１年の１７ページ、学ぶ前にトライ、学んだ後にリトライというので、やはり変容を子供たち

に求めていると。これ、教育出版も学ぶ前にと、学んだ後にというのがあるんですけども、これは大事

かなというふうに思います。 

 それともう１点、啓林館、やはり理科も身近な物というふうに感じないと、というふうに思っている

中で、啓林館では、５２ページですね。１年生の。大阪湾にいる生き物ですね。これってこんなにいる

んだっていうことを、やはり興味持てるかなというふうに思いました。 

 それと、東京書籍なんですけども、これも調査事項のところに教科書の下側に、観点、今問題発見し

てますよとか、今分析解釈ですよとか、こういうものがあり、子供たちが今、自分がどこを学習してい

るのかがわかりやすいという事が書かれていました。 

 これも追加なんですけど、例えば、１年生の７１ページ、ここに本の紹介。参考図書。植物の勉強を

していく中で、最後に、例えば樹木博士になろうとか、１年生の７１ページですけど、こういうものが、

やはり子供たち、すごく身近なものと考えれるんじゃないかなというふうに思います。 

 最後にもう１点、１年生の１３４ページなんですけども、ここに、薬は結晶が命ということで、自分

たちが学んでいることが世の中にどれだけ役に立ってるかということで、少し内容は高度なんですけど

も、理科を専門とする先生方としては、興味深く指導ができるんじゃないかなというふうに思いました。 
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 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  全ての教科書の最初のページに、学習の進め方であったりとか、探求の進め方っていうこと

で、子供たちの主体的に学習を進めるに当たっての進め方がどの教科書も書かれていて、それぞれの教

科書工夫されてるなというふうに考えました。 

 中でも、やっぱり少し事務局、それから今、委員長の発言にもあったんですけども。私は啓林館の、

学ぶ前にトライというようなところ、先ほど紹介があったので読んでみてたんですけども、すごく学習

の興味をそそられる。例えば、２年生の７１ページであったり、１年生であれば、先ほど紹介があった

１７ページ、３年生であれば４７ページ。それぞれの学習の前に、これ２年生だったら、天気のことわ

ざは本当に当たるのというようなことが書かれていて、実際、これ天気を勉強するときにすごい興味が

持てると思った。３年生だったら、こうやって星の勉強をする前に、昔の人たちは、こうやって航海を

するのに何を目指してやっていくのかなというようなお話があったところで学習に入っていくと。大変

自分たちの身近な生活と結び付けて学習できるので面白いなというふうに思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  化学のところで、若干、学年、１分野、２分野というやり方をしてないので、元素の周期表

って、順番になるんです。あれを見てみたら面白いんですけど。啓林館、いや、その教科の本質とか、

その点で考えたら、啓林館だけが、要は元素が、分子になったらどんなもんになるかとか、そういうも

の、本物のものを元素記号と写真と一緒に見せてて、後は、その元素がどんなところに使われているか

っていう、利用されているものを写真でずっと載せているのですね。東京書籍は、その利用されてるも

のも若干違う。そういう工夫がされてないのは学校図書。表だけ出てるから。教育出版と大日本図書は

大体同じようなものを入れている。東京書籍と教育出版、水素見たらロケットの水素エネルギーのとこ

ろが入ってたりとか、でも啓林館だけ際立ってる。だから、理科とか、根本的なところから言ったら、

目に見て、金属はみんな金属の名簿みたいになってるけど、こっちのほうが良いのではという気はする。

元素とは何かっていうのでいくと、なかなか面白いと見てるんですけど。後、この選定資料で見てみた

ら、特筆すべきところっていうのが、啓林館、例えば、先ほどの最初の課題を出して、後振り返るんで

あろうことが出てましたけど、問題を見出し、観察、実験を計画する学習活動について取り扱ってる箇

所数が一番多い。そういう意味では、教科書の編集のところのポイントかなというふうに思いました。 

 後は、扱われてる１分野、２分野の領域はそう変わらないので、こういうところが特筆されてるかな。

後、探求活動が啓林館は多い。後、環境保全とか防災も取り扱ってる箇所が多くて、多岐にわたってる

というところがバランスよく取れてるんじゃないのかなと思ってました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  デジタルコンテンツばかりが書いてるんですけど、理科、化学こそデジタルコンテンツであ

ればいいかなと思って、今、数学も飛んでなくて目次のところにみんなまとめてあるみたいな感じにな

ってて、そのデジタルコンテンツあるかと思って、どこか書いてるのかって、書いてなかったんで、一

生懸命探してたら結構、実はありまして。例えば、私も啓林館が一番だなと思っています。見やすし、
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いいなと思ってて、啓林館はつないでみますと、この鳥がいて、鳥の声がそのまま聞こえるとか。東京

書籍は無脊椎、アオリイカが泳いでいるところがあって、解剖は今できないので、解剖をしてあるとこ

ろ、こういうような感じでやってるとか、これこそまた、イラストのこう、あるかなと思って。見やす

いとか、見て楽しいなっていう。教える側ではないので。どうしてもそっちの観点になっちゃうんです

けど、啓林館は一番見てて興味深い、構成かなというふうに思いました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 そしたら、よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。そしたら、今まででいただいた意見でちょっとまとめさせていただきます。

「最もふさわしいもの」は、今も意見ございました啓林館、東京書籍の２者でよろしいでしょうか。続

いて「よりふさわしもの」は教育出版、そして最後「ふさわしいもの」として大日本図書、学校図書の

２者ということでまとめさせていただいてよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  ありがとうございました。 

 そしたら、１時間半経ちましたので、３５分まで休憩を取らせていただきます。 

（休  憩） 

音楽（一般） 

○委員長  それでは、続いて「音楽」の、まずは一般ですね。 

 そしたら、事務局、説明をお願いいたします。 

〇事務局  失礼します。 

 「音楽（一般）」については２者ございます。 

 初めに、教育出版を御覧ください。 

 １年生の教科書１３ページ母音の発音や、また、１９ページの鼻濁音など、合唱活動をよりよく取り

組めるための手だてについて、説明がわかりやすく、また充実して表現されているという点や、また、

３３ページを御覧ください、同じ１年生、３３ページ開いていただきますと、ワークシートの形になっ

ており、その内容がよりわかりやすく、生徒にとっても取り組みやすい工夫がなされていると、そのよ

うな意見が出ておりました。教育出版については以上でございます。 

 次の、教育芸術社を御覧ください。 

 こちらも初めに、１年生の３９ページを御覧いただきますと、鑑賞の分野のページ、詳しく説明があ

ることによって、楽譜の内容だけでなく時代背景など多角的に学べる工夫がなされているという点や、

同じく３６ページ、３７ページを開けていただきますと、自分たちで生徒が合唱の表現を工夫するため

のポイントや調べ方がわかりやすくまとめられているというような、そのような意見が出ておりました。 

 以上２者については、以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ここからは教科書を見ていただく時間を若干取りますのでお願いいたします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  ここから御意見を頂きたいと思います。 

 それでは、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  それぞれの教科書に共通して載っている教材を見比べながら見てみたんですけども、例えば、

教育芸術社のほうの１８ページ、１９ページと、それから、教育出版のほうの１４ページ、１５ページ、

こちらに「夏の思い出」がどちらも掲載されているんですが、教育芸術社のほうは扱いが１８ページか
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ら２１ページにまたがって掲載されてます。こちらのほうが、この歌詞に込められている、こういった

作詞者の言葉であったりとか、また、実際の尾瀬の景色であったりとか、そういったことが写真でも掲

載されていて、こういった情景を思い浮かべながら、また、こういった作った方の思いをはせながら歌

うことができていいなと思いながら見てました。また、全体的に教科書の色がすごく明るいので見やす

いなというイメージも持ちました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  私も同じ歌、今のところを調べてまして、教育出版、２・３上の１６ページと、教育芸術社

２・３下の２０のところで、同じ歌を取り扱ってるんですが、教育芸術社のほうは実際の作詞家、作曲

家のほうも同じページに載せて確認できるようになってるんですが、教育出版社のほうは後にまとめて

各曲の作曲者とかが表記されてることと、歌い方の注意のところが、教育出版さんは感情込めてと一言

で書いてるんですが、教育芸術社のほうは歌詞の内容を理解し、拍子に強弱をつけながら表現を工夫し

ましょうっていうふうに細かく指示が書かれてるので、実際歌うときにわかりやすいかなと感じました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  調査事項のところに、教育芸術社、生徒が好んで取り組みやすい歌唱曲や、鑑賞曲が取り上

げられていると。歌うことが楽しいっていうことがやっぱり一番大事かなというふうに考えるわけで、

例えば、教育芸術社は日本の歌として「涙そうそう」「上を向いて歩こう」「故郷」などが取り上げら

れております。 

 一方、教育出版のほうは、例えば、２・３年下の２４ページに、ＣＭソングを創作してみようとか、

６４ページにはコンピューターと化学と音楽を絡めて記述されています。 

 少し戻るんですけども、教育芸術社は、２・３年下の、５４ページに日本のお祭り、５６ページには

世界のお祭りということで、その辺バランスよく書かれてるなというふうに感じました。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほかに、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  この選定資料で、先ほど、委員も言われたように、合唱、歌唱曲がある程度扱われている教

科書のほうが、いろんな曲が歌えるので良いだろうということで言うと、歌唱に関する楽曲は、楽曲の

ページ数は教育芸術社のほうが多いんですよね。１年から全てにおいて。全体を見てみても、たくさん

歌が入っているなという感じがするので、それは一つ、教育芸術社のほうが子供たちにとってもいいの

ではないかな。扱われてる曲も若干違いますけど、割に身近な曲も、または、昔からの伝統曲というか、

そういうものをしっかり取り扱われてるなと思います。 

 後、国歌は、教育出版は全部さざれ石の写真。教育芸術社はオリンピックが２つ。オリンピックとワ

ールドカップと、パラリンピックで使われてるよっていうところがあるので、よりわかりやすいのかな

と。さざれ石では１回だけやったですよね、３年、３つとも書いてますので。というようなところの違

いがあるかなというふうに。楽しい教科書というと、やはり教育芸術社のほうが分があるかなと。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 
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 今回もちょっと２者ですので、ちょっと選定委員の意見として上げておきたいことが、もしあれば、

上げていただくいうことで結構かと思うんですが。 

 特によろしいでしょうか。そしたら、この後、同じ２者で、また「器楽」がございますので、今少し

言えなかったところなど、そちらでもまたお気づきであればお願いできたらと思います。 

 それでは、教科書の準備をお願いします。 

音楽（器楽） 

（教科書配付） 

○委員長  それでは、事務局、説明をお願いします。 

〇事務局 失礼します。 

 「器楽」も２者でございます。 

 初めに、教育出版を御覧ください。 

 まず、２０ページ開いていただきますと、全ての楽曲に目標が付けられているため、生徒にとっても

やるべきことが明確に示されているという点。同じく、２６ページには、楽器の比較から生徒同士の話

し合い活動を通じて、生徒が主体的に、考えるような内容の扱いがあると、そのような点が上げられて

おりました。教育出版については以上でございます。 

 次に、教育芸術社でございますが、まず、４７ページを御覧いただけますでしょうか。ここでは、楽

器の紹介だけでなく、奏法も記載されており、生徒の興味、関心を引き立てる内容が示されているとい

う点。また、３９ページや４４ページには、発展問題の記載があり、その量についても適切である、そ

のような意見も出ておりました。 

 「音楽（器楽）」につきましては、以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 では、少し時間取りますので教科書を御覧ください。 

（教科書閲覧） 

○委員長  そうしましたら、お時間となりましたので、ここからは御意見を頂けたらと思います。 

 いかがでしょうか。 

 一般と器楽で違いがあるんですが、先ほど出てる意見が重複しても構いませんので、器楽は器楽とい

うことで言っていただけたらと思います。 

 お願いします。 

〇委員  先ほど一般のほうで出た意見と同様ですけれども、教育芸術社のほうが生徒にとって親しみ

やすい曲が多いのかなというのは感じました。また見栄えのことは、先ほども同様ですけれども、明る

くて見やすいなとは感じているところです。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 これ、生徒さんから見て、ちょっと教科書を魅力的感じるのは、そのあたりどんな感じですかね。 

〇委員  何か違いがわかんないとこで。 

〇委員  そうなんですよね。リコーダーとかで持ってていいっていうのは、抵抗なく見たりはする。

太鼓とか、こういうのって・・・。 

〇委員  そう、和太鼓のたたき方教えられても。 

〇委員  そうですよね。リコーダーとかそういうのとかは、合奏とかに出てくると。使うと、やっぱ

りこれ絶対使わないじゃないですか。ギターとかも。 

〇委員  ギターはね。多分、このコードの弾き方って。 



－36－ 

〇委員  中学なんですね。私、高校のイメージがすごくあったので、すごいそれを今見てびっくりし

て、ギターなんだと。 

〇委員  教育芸術社のほうがギターのコードは見やすいかな。 

〇委員  見るのはね。 

〇委員  ただ、ＱＲへ行くと、音楽が聴ける。音楽は画像もあって、音もやっぱりすごくいいと思う

し。ただ、あれ、よく考えたらヘッドセットつけないといけませんね、イヤホンか何かね。 

〇委員長  これに使う。そうですね。 

○委員  だから、先生はみんな、全員うまいわけではないので、またギターも上手いわけではないん

で、ちゃんとした音源を家に帰っても聴けるようにするのは、音楽こそいいんちゃうかなと思いました。 

〇委員長  そうですね。 

 お願いします。 

〇委員  資料の量では古典で楽器の筝とか、それを使わないといけないと思うのですが、これ、器楽

の教科書なんで、編集で行くと、教育芸術社のほうが主たる、学校にある器楽の道具から言うと、ソプ

ラノ、アルトリコーダー、それからギター、この辺はあるんですね。大体、そのソプラノからアルトリ

コーダーで、次、ギターになってるんですよね。 

教育出版は、やっぱり、リコーダーはそれなりに入れてるけども、後はほぼほぼ、篠笛から始まって

古典的な三味線、最後、箏に行って、打楽器なんかも。ギターはコードのみ載ってるということなので、

非常に古典的な内容に集中してるっていう感じがする。子供から見たら、先ほどの、太鼓や、篠笛なん

か、そうなってくる。これ見てたら、篠笛って、えっと驚きます。ギターは、ギター載ってるでしょう。

そうなってきたときに、いや、子供が見たらやっぱり教育芸術社のほうが使いやすいのかなというふう

に。箏も教育芸術社のほうが丁寧な弾き方とか、その辺は載ってるなというのは両者にあって。細かな、

リコーダーのところの笛の吹き方とか、タンギングの練習のとことか、こういうの丁寧書いてあるので、

子供たちが扱っている、授業で一番多く扱われる楽器を捉えてる。だから、子供らの授業の実態に応じ

てやってるのが教育芸術社かなというふうに思います。 

○委員長  他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  調査員の報告にもあるんですけど、教育出版のほうは全ての楽曲に目標が付けられていると。

こういうことを学ぶんだよということで、楽器演奏にしても一つずつ付いてるというのが、これは子供

たちにとっては、学ぶ目的というのがはっきりするかなというふうに。それは教える教員にとっても明

確にできるかなと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、よろしいでしょうか。 

 そしたら、ありがとうございました。それでは、今、頂きました意見と共に、この両者共に「最もふ

さわしい」というところで、答申案とさせていただきます。 

 それでは、続いて「美術」になります。 

美術 

 （教科書配付） 

○委員長  それでは、事務局、説明をお願いします。 

〇事務局  失礼いたします。 

 「美術」については、発行者３者ございます。 
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 初めに、開隆堂出版を御覧ください。 

 まず、２・３年の３８ページを御覧いただきますと、和の伝統技術からジャポニズムの時代の西洋と

現代アニメーションなどの日本文化につながる巧みな構成となっているという点や、また、１年の４１

ページを御覧いただきますと、生徒同士が話し合うなどの言語活動の例が具体的に示されているという、

そのような工夫もございました。最後に、それぞれ、これは全体的にですけれども、各ページの上部に、

それぞれにＱＲコードがあり、絵画のページではリンク先に美術館が多く取り上げられるなど、各学習

に関連するページでは、参考作品や資料にアクセスできると、そのような工夫がなされているという意

見がございました。開隆堂出版については以上でございます。 

 次に、光村図書を御覧ください。 

 初めに、１年生の２４ページなどになりますけれども、みんなの工夫として、中学生の実際の制作過

程が掲載されており、制作の取り組みのヒントとなるような工夫や、みんなの工夫のコーナーに加えて、

例えば、２・３年生の３７ページは、このページが紙質を変えての学習アプローチなど、３年間を通し

て生徒が興味を持って学習できる内容になっているという点。また、最後に、１年生の３６ページなど

になりますが、こちらも各ページ下の部分にＱＲコードが掲載されることで、鑑賞の導入に使うことが

しやすいなどの意見が出ておりました。光村図書については以上でございます。 

 最後に、日本文教出版の１年生５８ページを御覧ください。このページ以降には学びを支える資料が

とても見やすくまとまっており、３年間で扱いたい題材が充実していることや、２・３年生の下の３３

ページなど、こちらも生徒がグループ学習する様子が掲載されるなど、子供たちの言語活動につながる

ような工夫がなされているという、そのような意見が出ておりました。 

 「美術」３者については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、ここからお時間を取りますので、教科書を見ていただきますようお願いいたします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  それでは、御意見を頂いていきたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  失礼します。 

 先ほど来から、ＩＣＴのことを少し触れたいんですけども、例えば、光村図書２・３年生の７８ペー

ジなんですが、写真や映像を撮影するということでタブレット端末が出てきます。次のページ、１枚め

くっていただいて８０ページにも、映像で広がる世界ということで、今後導入するタブレット端末につ

いて触れてるのがいいかなというふうに思います。もうちょっと戻っていただいて、７６、７７を見て

いただくと、思考ツールということで、これもすごく子供たちにとっては勉強になるかなというふうに

思います。それともう１点、ちょっとお伝えしたいのがありまして、光村図書１年生の表紙裏に身近な

ものということで、やはり、こういう身近な美しさに触れてもらうというのが大事かなというふうに思

いますし、実は、日本文教出版の２・３年の上の７ページのところにも、こういうところはあるんです

けども、絵を描くのが苦手なんだけど、やはり子供たち多感な時期ですので、こういう、やっぱり、そ

れぞれの作品の良さがあるということで、１年生の最初の出会いできちんと押さえてもらえたらいいか

なというふうに思いました。 

 少し長くなりましたけど、以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他。いかがでしょうか。 

 お願いします。 
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〇委員  それぞれの全体的なバランスなんですが、開隆堂出版と比べて、光村図書、日本文教出版が

実際に足を運んで見にいけるような題材を、すごく多く取り扱ってるので、への興味、関心っていうと

ころの点では、この２者のほうが子供には身近に感じて学べるかなと感じました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  どれも見てて楽しいなと思いながら見ていて、感想になってしまいますけども、例えば、開

隆堂出版の最初、１年生の開いたところでは、「学びの地図」ということで、それぞれ作品の出会いで

あったり、文化を学ぶであったり、いろんな視点で美術を学ぶことができる視点が載ってあり、一番最

後の６７ページには、建築物からいろんな、また美しさを学ぶことが写真を通して見ることができると

いったところでいいなと思いました。 

 次、日本文教出版は、それぞれの表紙の写真、この建築物であったり、表紙にまず引かれました。中

を開いてみますと、必ず見開きで、こういった建築物の美しさであったりとかっていうところが、一番

最初に開くページに、どの学年のものも見開でそれぞれ工夫がされていて、美術との出会いを興味、関

心を持ってできるように工夫にされてるなというふうに思いました。 

 最後に、光村図書ですけれども、これは先ほど事務局の説明にもあった、１年生の２４ページの紹介

がありましたけれども、このみんなの工夫のページですね。私もこうやって絵を描くときにどこを切り

取って絵を描くのかなと。これ実際に、生徒さんの切り取ったところをこうやって作品になっていく様

子が切り取られていて、あ、こういうふうな視点で見れば絵が描けるのかっていうふうに、これは、す

ごく絵を描くのが苦手な子供たちも一つヒントになっていいんじゃないかなと。どの教科書もいいなと

思いながら、今の子供の視点に立ったときに、先ほどお話にもあったように、一番最初に子供の見つけ

た、美しさの発見が載っているという点では、この光村図書の教科書が一つまた工夫があっていいなと

いうふうに感じました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  ３者あるんですけど、日本文教出版だけが３分冊になってて、後の２者は２・３年で、要は

鑑賞の内容と表現の内容の、まとめて２・３年のところに入れてるんですけど、日本文教出版はどちら

かというと２・３年の下については、割に鑑賞領域で、大きな写真がたくさんあったり、表現領域が余

りなくて、インパクトのある写真をたくさん使っていて、先ほど出ましたけど、表紙めくったら見開き

でサクラダ・ファミリアが出ていたりとか、それから、２・３年の上のところもゴッホの作品が出てき

てるんですけど、それぞれ、それ以外にも「ゲルニカ」があったり、なかなか折り込みの写真がすごく

大きくてインパクトがあって。光村図書なんかも細かい工芸作品が載っているのだけど、子供が見てイ

ンパクトのあるものっていうのは上手に使ってるなという印象があります。分冊の２・３年上が、これ

が割に表現活動がたくさん書いてるので、表現の領域についてはこれ十分見れる。教科書の使い勝手と

しては、表現活動するときに２・３年の上を使って、２・３年の下は鑑賞活動やって、１年生は基本的

なことが載っているので、これは１年生の段階で使う基礎。 

 もう一つは開隆堂出版だけが９年間の図工、小学校の図画工作から美術に行く、その流れを光村図書

と日本文教出版はうまく書いてありました。日本文教出版のほうは、６ページ、７ページのところにず

っとつながってあるね。小学校の図画工作から出会いがあって、表現活動中心の２・３年上があって、
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下がありますよ。自分に向き合う、中学校３年生のというつながりがあって、開隆堂出版も美術と図画

工作ってどう違うかみたいなことの取り扱いがありました。光村図書はどう違うのみたいな形で入れて

るので、この２者の捉え方がいいかなというふうには見てて思いました。 

 「ゲルニカ」の写真も、光村図書も日本文教出版も載ってるんだけど、あえて、日本文教出版はどれ

ぐらいの大きさかということで、子供や人間のシルエットを入れてるところがあったりとか、非常に大

きくインパクトがあるような使い方を日文してるなと思います。先ほどのデジタルコンテンツの話でい

くと、非常に美術でも鑑賞領域で、この教科書だけじゃなくて、ＱＲコードを読み取って、いろんな鑑

賞作品がデジタルで見れたら、それは非常にいい学習ができるので、その辺はどちらも入ってるので、

実際見てないのですけど、ＤＶＤなんか高いですね。非常に高価なので本当は欲しいんだけど、そうい

うものがデジタル教科書になって、そういうＤＶＤの鑑賞作品なんていうのがあれば、だから、そうい

うＱＲコードがついてて、それが見れるというのは非常にい良いと思いました。道徳との関連は日文も

光村も道徳作ってるので、そこは意識してるのかなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  今、お話があったとおり、日本文教出版の見開きの非常に強いインパクトがあって、僕も知

らなかったんですけど、浪裏の、このよくあるこの絵も原寸大なんですよね。こんな小さかったんです

ね。もっと大きいものと思ってたんですけど。美術の２・３年で、両者とも見開きにあるんですけど、

これが原寸大なんですね、知らなかった。こんな小さいんですね。一方、「ゲルニカ」の、この人の、

何倍あるかぐらい大きいとか、少し美術書に近いものがあって、ただ、私がこれを見ると、教科書を見

て楽しむのと、先生たちが教えるのってどうなのかなっていうのは少し思います。見て楽しいし、ずっ

と見てられるし、先生たち、これを、どうやって教えるのかと、少し思いました。美術の、教科書とい

うのは、どうしてもこういうふうになってしまうのかなという思いがしました。 

○委員長  いえいえ、ありがとうございます。 

 委員、ちなみに、美術の時間の中では教科書って大体パターンというか、どんな使い方になるんです

かね。 

〇委員  写真なんていうのは、今、どの教科書でも視覚的なものが、たくさん捉えられると思うんで

すけど、美術の教科書も以前はもうちょっと図番、図柄をたくさん入れないといけないいうことで、た

くさんはあるんだけども、割に小さかったりしていたんです。やっぱり美術の時間で一番大事なのは、

感性なので、大きなもの、できれば本物に近いもの、インパクトのあるものを教科書の中に入れていた

だいたら、非常に子供たち、感性をくすぐるみたいなところがあるので。実際にそのものを作るとか、

作業をするとかいうことはもちろんあるんだけども、今、その美術の中で言われてるのは、非常に鑑賞。

いわゆる、これから社会に出て行った生活の中でも、そういう芸術や絵画、いろんなものに視点を置い

て、その美しさを味わうようなことが大事だろうって言われてるところについては、ものを作るだけじ

ゃなくて、こういう本物を見て、そういう感性磨くっていうのは非常に大事なので、大変そういう部分

については使いよい教科書であると。作るものについては、もう先生とか教えていったり、今、電子黒

板があって、電子黒板で、コロナのこともあるから、事前に先生らが作業の方法を電子黒板や、パワー

ポイントを使ってしてやってたりしています。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、美術のほう、この辺りでまとめたいと思います。まず、「最もふさわしいもの」が光村、

日本文教出版の２者。そして、「よりふさわしいもの」が開隆堂出版ということでまとめさせていただ
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きましたが、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  そしたら、こちらで「美術」の答申案とさせていただきます。 

 それでは、本日、もう１教科の「保健体育」までさせていただきたいと思いますので、準備お願いい

たします。 

保健体育 

（教科書配付） 

○委員長  それでは、事務局、説明をお願いします。 

〇事務局 失礼いたします。 

 「保健体育」につきましては、４つの発行者ございます。 

 初めに、東京書籍からでございます。 

 まず、６９ページを御覧ください。コンテンツが用意されている箇所にはＤマークがあり、コンテン

ツへのアクセスやＵＲＬが掲載されており、ＩＣＴ化で簡単に使用できるという点や、また、１６ペー

ジ、１７ページを御覧いただきますと、学習におけるキーワードを示し、巻末にそれらの全ての解説が

あることで、生徒の自学自習につながるのではないかという意見がございました。東京書籍については

以上でございます。 

 次に、大日本図書を御覧ください。 

 まず、例えば、４５ページ開けていただきますと、各それぞれの章がそうなんですが、提示してある

図や挿絵が鮮やかで大変わかりやすいといった意見や、また、９３ページの上の部分を御覧いただきま

すと、話し合ってみようというコーナーがあり、ここでは、事故を予防するために、その思考を高める

ことができるというような意見が出ておりました。大日本図書については以上でございます。 

 次に、大修館書店を御覧ください。 

 まず、２６ページ、２７ページを開けていただきますと、章のまとめで単元テストや自主学習ができ

るような工夫がなされているという点や、また、１ページの左下にありますが、ウエブ保体情報館では

ウエブサイトから参考になる情報を調べることができるような工夫がなされております。大修館書店に

ついては以上でございます。 

 最後に、学研教育みらいを御覧ください。 

 まず、８３ページを御覧いただきますと、章末に自己評価を設けることで、反復的、また継続的な学

習ができるという点や、３４ページには考える、調べるで、単元の途中で生徒自身の生活について考え、

意見交流ができるような工夫がなされている、そのような意見が出ておりました。 

 「保健体育」４者につきましては以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、少しお時間取りますので、教科書のほうを御覧ください。 

（教科書閲覧） 

○委員長  それでは、ここから御意見を伺いたいと思います。 

 それでは、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  それぞれの教科書の生活習慣の予防のページを全て見比べてみました。例えば、学研の生活

習慣の予防ですと、８６ページから始まってまして、最後のページが８９ページです。東京書籍の場合

は９５ページ。いいなと思う、工夫されてるなと感じたのが、この東京書籍、それから大修館書店もそ

うなんですけど、大修館書店の場合は７９ページにあるんですが、それぞれの学習を学んだ一番最後の
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学習のまとめが、先ほど申し上げた学研教育みらいの場合でしたら、あなたの生活を振り返って生活習

慣病を予防するために続けたほうがよいと思う習慣はどんなものですかとか、それから、大日本図書で

したら、７３ページに生活習慣予防をするために、これからできることをまとめましょうと。少し抽象

的というか、学習のまとめという感じで表現されてます。一方、東京書籍のほうでしたら、実際イラス

トがありまして、女の子のイラストのところに食事に気を付けてるのは大人になってからでいいよって

いうようなコメントがあって、この子に対してどんなアドバイスをしたらいいかっていう形でまとめる

ようになってます。同じく、大修館書店のほうも、学習のまとめ７９ページに、Ａさんはお菓子や清涼

飲料水が大好きで、日頃夜遅くまでゲームをすることが多く、朝食を取らずに登校することは少なくあ

りませんと。こういったＡさんに対してどんなアドバイスをするかということで、学んだことを実際に

生活に生かしていく、友達にアドバイスする形で学習をまとめるようになってるのが、こちらが大修館

書店、それから東京書籍というふうになっておりました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  同じような見方をしたんですが。感染、今一番いいと思う、感染症の予防のところを４者見

させていただいたんですけども、一番よかったと思ったのが大修館書店、２から始まって、ほかのとこ

ろは、いきなり感染症とはというところで始まってくる。東京書籍に至っては、そのような書き方なん

ですが、ページ数と内容もちょっと薄いなということがありました。大修館書店のほうは、いろいろと

社会でもというようなところで、こんなところでもこういうことがありますよって書いてあって、ウイ

ルスの写真のやつが載ってました。詳しく載ってました。他も載ってるんですけども。後、１３８ペー

ジのところでマスクについてですね、今もマスクが良いのですが、実はウイルスのほうが小さくってマ

スクを通るんだよっていうようなことが書いている。より時下というか、現実的なところを書いてある

なというふうに思います。鼻のかみ方みたいなところ、せきの仕方のところも書いてあるので、一つ感

染症だけ取り上げましたけども、大修館図書のほうがいいかなと思いました。 

 ただ、大日本図書さんのほうは、レイアウトがすごく見やすくて、読むには大日本図書さんのほうが

よかったと思います。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  喫煙や飲酒、薬物乱用防止のところのページを、少し比較して見させていただいたんですが、

東京書籍は知識としての薬物等の防止のことがメインで書かれていた中で、残りの３者は、実際にこう

いう形で誘われるから注意してくださいねみたいなのが、イラスト込みで細かく、誘い文句とか載せて

いただいてるので、実際ロールプレイ等しながら教える際には使いやすいかなと感じました。 

 後、もう１点ありまして、スポーツ関係のところ、オリンピック・パラリンピックの取扱いのページ

のところで、大修館書店と東京書籍ですね、この２者はちょうどオリンピック・パラリンピックを均等

割合ぐらいで取り扱ってるんですが、後の２者、学研、大日本図書については、オリンピック寄りでパ

ラリンピックは触れる程度という形で、そこの分量の差も少し気になるところがあります。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 
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 お願いします。 

○委員  これも調査員の報告から、デジタル教材が東京書籍の場合、充実してるということで、実は

１ページに、Ｄマークという一覧がございまして、これを見ますと、やはり今日的な課題も書かれてま

すし、大阪府の資料で行きますと、他教科との関連で、３０か所ということで断然に多いんです。やは

り保健体育、実際、こういうデジタル教材、動画を見るっていうことは、子供たちの理解を助けるのに

重要かなと思いました。 

 これは細かい話なんですけども、実は、今回、手洗いというのが重視されてる中で、東京書籍は１６

５ページにこういうふうに、手洗いの方法が、全部出てるんですけども、他者さん、当然簡単にイラス

トで扱ったり等してるので、東京書籍はすごく丁寧にされているなというふうに思います。 

 もう一個、大修館図書も、調査報告の特記事項に、具体的で丁寧な説明で簡潔にまとめられていて、

自学自習にも適した教科書であるというふうに書かれてましたので、子供たちが読んで、さらに授業で

深めていくというのは、すごくいいかなというふうに思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  心身発達と心の健康とか、心のケアのことで、少し私、今子供たちの親なので、そちらの目

線で見させてもらったんですけども、一応、比較させていただいたら、すごく単純なんですけども、大

日本図書さんのほうが、さっき委員のおっしゃったのところでありましたようにすごく見やすくて、わ

かりやすくて、ほかのところ見たら、結構マイナーな画像でしか載ってないなという、マイナスな画像

しか載ってないなっていうのを感じたんですけど、大日本図書は、こうしたらいいよ、ああしたらいい

よっていうアドバイス的なものも入ってるんで、いいかなと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  ４者のがん教育のところを見ていたんですけど、どの教科書も生活習慣病からスタートして

て、その後、がんという死亡率の高い病気を取り上げているんだけど、ページ数を一番割いているのが

大修館図書。身近な病気であるっていうことを、大修館書店は言っていて、身近な病気であるっていう

ことは、２人に１人がかかるけれども、身近だから、がんと付き合って早期発見、早期治療をすれば付

き合える病気ですよ。そして、大修館書店はがん体験者の言葉がコラムに入っていて、そういうところ

の工夫と、８０ページの、がんっていろんな内蔵機器、部位に細胞が、要はがん細胞になるところから

始まるので、乳がん、肝臓がんって部位の写真が入っていたり、丁寧に捉えているなというのがありま

すね。 

 学研教育みらいは、生活習慣病から始まっていって、がんの説明をして、がんの予防を書いてあって、

ここもそれなりに丁寧には書いているなという感じですね。後は、後２者は同じような感じかな。 

 非常に、大修館書店についてはわかりやすく説明されているので、がんってなかなか取り上げにくく

て、教えにくいんですけど、この教科書の中で見て教えられる。教えやすいのは大修館書店かなという

ふうに思いました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、ほか特によろしいでしょうか。 

 それでは、今いただいた意見をまとめますと、「最もふさわしい」が東京書籍、それと大修館書店。
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「よりふさわしい」が大日本図書。そして「ふさわしい」が学研教育みらいというふうにまとめさせて

いただきましたが、いかがでしょう。よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  それでは、今のとおり、答申案とさせていただきます。 

 ありがとうございました。本日もたくさんの御意見頂けましたので、スムーズに進行ができました。 

 本日予定しておりました教科を終えましたので、本日はここで終了とさせていただきます。 

 それでは、副会長より御挨拶をお願いします。 

○副委員長  本日も長時間、調査員の報告を基に、選定資料の作成御苦労さまでした。 

 教科書の内容が、それぞれ教科書会社も工夫を重ねて、今使っている教科書とは違うような特徴も出

ていたので、守口の子供にとって、または指導される先生方にとって、使いよい教科書となるように答

申を作成できたのかなと思ってますが、次回まだ教科が残ってるんですけど、いろんな話題の中に、や

はりＩＣＴ機器ですとかそういうことを見据えた、教科書は、教科書の無償給与法の中で４年間継続的

に使うということが決まっているのですが、毎年、年度採択ということがあるのですが、ただ毎年、採

択していられない。調査を４年間見通したいう形で決めていくっていうことが非常に大事かなと思って

います。 

後、残りの種目がありますけれども、次回もいろんな意見をいただきながら、審議がうまくいければ

と思っています。 

今日は御苦労さまでした。 

○委員長  ありがとうございました。 

それでは、次回は、１６日（木）の午後２時となります。場所もこの場所です。 

残すは、「技術・家庭」、そして「外国語」、そして「道徳」の４つの教科になりますので、また次

回もよろしくお願いいたします。 

事務局、何かありますか。 

〇事務局 いえ。特に大丈夫です。 

○委員長  そしたら、これで終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

第４回守口市義務教育諸学校教科用図書選定委員会 

 

日  時   令和２年７月16日（木）午後２時00分 

 

場  所   守口市役所 教育委員会会議室 

 

出 席 者   委 員 長   森田 大輔 守口市教育委員会事務局 教育監 

副委員長   大野 友己 守口市立庭窪中学校 校長 

委  員   棹本 達也 守口市教育委員会事務局 教育部 学校教育課長 

委  員   中村 文俊 守口市教育センター長 

委  員   光宮 猛  守口市立大久保中学校 教頭 

委  員   清水 智織 保護者 

 

○事務局  定刻前ですが、おそろいですので、令和２年度第４回目の守口市立義務教育諸学校教科用

図書選定委員会を開催させていただきます。 

 では、ここからは委員長に進行をお譲りいたします。よろしくお願いいたします。 
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○委員長  改めましてこんにちは。 

 本日も大変御多用のところ、御出席いただきまして、誠にありがとうございます。なお、○○委員に

ついては本日欠席するとの報告受けております。 

それでは、本日は、いよいよ、この選定作業としては最後の日になります。残すところ「技術」「家

庭」「英語」「道徳」の４つの教科について、御意見賜りたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

技術・家庭（技術分野） 

それでは、始めさせていただきます。 

それではまず、「技術」からです。 

事務局、説明をお願いいたします。 

○事務局  失礼いたします。 

 それでは、「技術・家庭（技術分野）」につきましては、３つの発行者がございます。 

初めに、東京書籍からでございます。 

 まず、７９ページを御覧ください。下に技術の匠等のコーナーが設定されており、先人の知恵を学べ

るような工夫がなされているという点や、それぞれのページの下、例えば、９７ページ等御覧いただき

ますと、生活に生かそうとか、まとめてみようなど、生徒が学習内容を振り返るような工夫がなされて

いる、そのような意見が出ておりました。東京書籍については以上でございます。 

 次に、教育図書を御覧ください。 

 まず、４４ページから４９ページにありますように、例えば、製図の読み取り方など、それぞれの項

目を詳しく、わかりやすく表現をされているというような意見や、別冊の技術ハンドブックというもの

がございまして、生徒の自学自習にも十分活用しやすい形になっている、そのような意見が出ておりま

した。教育図書については以上でございます。 

最後に、開隆堂出版を御覧ください。 

こちらも、７１ページを御覧いただきますと、ここでは切断の説明について、その姿勢や動作が、よ

りわかりやすくなるように写真や図を丁寧に活用しながら工夫がなされているという点や、ほぼ全ての

ページの一番下に豆知識のコーナーがあり、こちらも、生徒にとって自学自習に活用できる工夫がなさ

れている、そのような意見が出ておりました。 

「技術分野」について以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

それでは、ここから教科書を見ていただく時間取りますので、よろしくお願いいたします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  それでは、時間となりましたので、ここからは御意見を頂きたいと思います。本日も、前

回までと同様、教科書を「最もふさわしい」「よりふさわしい」「ふさわしい」の３段階で分けて、答

申案として提出したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、早速御意見いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  失礼します。「図工」から、中学校になれば「技術」になるにつれて、子供たち今の学習も

さらに深まってくるのかなと思います。本市の学びの過程を重視した教科書ということで、主体的、対

話的で深い学びに向けて、どのように先生方が教えるのかと、最初の出会いについて考えました。選定

資料のガイダンスでは、技術の１３ページです。教育図書と東京書籍は１２ページで、約４％。開隆堂

出版は１０ページ、約３％を取っています。東京書籍は６ページです。ガイダンスの一番最初には、例
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えば、カッターやスマホなど、大変身近なものから入っており、子供たちの興味、関心をそそるかなと

思います。 

それと、教育図書は、裏表紙に、日常でどれだけ技術が生かされているのかということで、ここで子

供たちの様々な意見が期待できるかなと思っていまして、この２者が最初の入りとして、子供たちが興

味、関心を持てるのではないかなというふうに思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○委員  ３者共に学習の目標を明確にしていて、振り返りができるように工夫をされています。子供

たちが主体的に学ぶ仕掛けができていると思います。 

後、それぞれの工夫があります。東京書籍でしたら、巻末のほうにＤマークコンテンツがあり、本市

のＩＣＴ活用の図れる一覧のページがあり、工夫されてるかと思います。 

教育図書は、先ほど、事務局のほうからもあったかと思いますが、別冊のハンドブックによって、家

庭学習でも役立つ工夫がされてるなと思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

他に、いかがでしょうか。 

お願いします。 

○委員  のこぎりの使い方のところで、３者見比べて確認したんですが、東京書籍の５５ページ、開

隆堂出版の７１ページ、教育図書の２９ページで、それぞれ、きっちり丁寧にまとめられています。東

京書籍では切断で失敗しないような工夫のところのヒントが載っていて、作業が苦手な子には、とても

いいなと思いました。 

開隆堂出版の７１ページですが、失敗しても修正する方法を載せているので、対応できるかなと思い

ます。 

教育図書では、全ての作業を一覧で確認できて、見通しを持った進め方ができる工夫がされています。

三者三様ですが、工夫がきっちりされているなと思いました。 

もう１点が、ネット関係の内容ですが、教育図書だけ、２０３ページにネット依存について取り上げ

られています。情報の授業の中で進めるんですが、今の子供たちは先生以上に情報を知っているもの、

このネット依存は増えてきてる状況があるので、教育図書いいところに触れてるなと感じました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

委員、実際に子供が使うことを踏まえ、保護者としての視点で何かありますか？ 

〇委員  私たちの時代の技術・家庭と全然違うなと思いました。ネットとかがあり、少し興味があっ

たのは、教育図書の二足歩行のロボットで、支援にも使うという紹介していました。ロボットコンテス

トのことも書いてありすごく面白いなと思いました。 

〇委員  子供が支援に役立つロボットを作りたいようなので、こういうのも面白いなと思っていまし

た。 

 後、東京書籍の５０ページがすごく見やすいです。問題解決というところや、下にもメジャーが載っ

ているので、子供たちにとって一番見やすいかなと思いました。 

以上です。 
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○委員長  ありがとうございます。 

他に、いかがでしょうか。 

お願いいたします。 

〇委員  府の選定資料で見ると、少し差異があるのはプログラミングについて取り上げているページ

数と実習例。多いのは東京書籍です。例えば、情報のところを見てみると、東京書籍は、ここに防災が

入っていたり、いろんなシステムの実習例が載っている。だから、プログラミングの内容を取り上げつ

つ、今後、防災に関わるものとか、熱中症のいろんなシステムに発展できるような実習例を取り上げて

いるんだろうと思う。他の教育図書なんかも、チャットとかプログラミングについて書いてある。開隆

堂出版はアプリについて書いてある。バランスで言うと、東京書籍の情報の部分はいいんじゃないかな

と思う。 

エネルギーのところを見てみると、３者それぞれ取り上げ方が特徴的である。東京書籍は、携帯型扇

風機、冷蔵庫開けっ放し報知器、ＬＥＤライト、情報装置、ロボット。教育書籍のほうは、カンタンラ

イト、ぱくぱくカム、コロコロしたライトを付けるようなスタンドなど工芸的なものが取り上げられて

いる。開隆堂出版は介助ロボット、ＬＥＤ、お手軽クリーナーなど生活に密着したもの。 

後は、生物育成のところで、開隆堂出版のどじょうの養殖は少し変わっている。 

木工は、開隆堂出版が材料を重視している。後は、身近なものや具体なものが出ているところが特徴

的でした。 

バランスが取れているのは東京書籍かなと感じている。ＱＲコードがついているのは開隆堂出版で、

右下にたくさん付いてある。作業工程のところにＱＲのものがたくさん付いてるので、作業工程が出て

きてたら、面白いと思いました。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  先ほど、委員からも、我々のときの教科書と全然違うという意見がありました。他教科との

関連というのが、どの教科書にも書いてありました。例えば、生活、理科や社会についてはどの教科書

にも書かれていました。調査員の報告にもあるように、東京書籍が、結構詳しく書かれていますので、

技術だけでなくて、いろんな教科と絡めて勉強していく動機になると思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

ほか、よろしいでしょうか。 

ありがとうございました。それでは、頂いた御意見からまとめさせていただくと、まず、「最もふさ

わしいものは東京書籍、教育図書。そして「よりふさわしいもの」として開隆堂出版とさせていただこ

うと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  ありがとうございました。 

 それでは、今のように答申案とさせていただきます。 

続いて「家庭科」です。教科書の準備をお願いいたします。 

技術・家庭（家庭分野） 

（教科書配付） 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、続いて「家庭科」です。事務局、説明をお願いいたします。 
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〇事務局  失礼いたします。 

「家庭分野」につきましても、合計３者でございます。 

初めに、東京書籍からです。 

まず、１０９ページを御覧ください。他のページにもございますが、下の部分に活動というコーナー

があり、グループ活動などを通して、生徒同士が学習を深めることができる工夫がなされております。

また、５８ページを御覧ください。ここでは、調理の基本について、手順が写真と共に丁寧に説明され

ており、生徒が、学習したことを生活の中で家庭で活用できるような工夫がなされている、そのような

意見が出ておりました。東京書籍については以上でございます。 

次に、教育図書を御覧ください。 

まず、１７ページから１９ページにありますように、やってみよう、話し合ってみよう、考えてみよ

うなど、実践的、体験的な活動を通して学習できるワークが多数掲載されていて、主体的な学び、対話

的な学び、また、深い学びに取り組めるような配慮がなされているという点や、同じく、２４ページ等

を御覧いただきますと、各学習項目に学びを生かすためのページがあるので、今後学習以降、実践がし

やすいような工夫がなされているというような意見も出ておりました。教育図書については以上です。 

後、最後に、開隆堂出版についてです。 

初めに、１７８ページを御覧ください。開隆堂出版も、話し合ってみようというコーナーで、学習内

容から生徒が考え、グループ活動や言語活動を通して理解を深められるような工夫がなされているとい

う点や、２５ページ等を御覧いただきますと、振り返りの後の、生活に生かそうでは、自分自身の生活

を見詰めて、実践的に取り組むことができるような工夫もなされている、そのような意見が出ておりま

した。 

「家庭分野」３者については以上でございます。 

〇委員長  ありがとうございます。 

それでは、ここから教科書見ていただく時間といたします。よろしくお願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  それでは御意見を頂きたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  災害への対策というところで、３者の教科書を見比べてみました。 

東京書籍の場合は１７４ページ、教育図書が２２８ページ、開隆堂出版が２１８ページ、それぞれ災

害への備えのことが書かれています。今現在も、こういった水害であったり、近い年でも台風や地震が

起こっています。この関西では阪神・淡路大震災がありました。どの教科書も写真やいろんな資料を交

えて書かれています。阪神・淡路大震災を、実際に文章で取り扱ってるのが、開隆堂出版です。開隆堂

出版の２１９ページの上のほうの、住まいの地震対策というところでは、実際に阪神・淡路大震災で亡

くなった方のことが記述されており、また、右の円グラフで、亡くなった方の死因が示されています。 

また、教育図書では、文章記述はございませんが、２２８ページには、実際に、阪神・淡路大震災で

の被害の様子が写真で掲載されています。どの教科書も工夫されていると思いますが、関西で起こった

災害の被害の状況が掲載されてる２者について取りあげて伝えさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  家庭科の導入の「家庭分野でどういうことを学んでいくのか」というところで、３者とも自
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立・共生っていうテーマで書いているんですが、東京書籍が６、７ページ、教育図書が８、９ページ、

開隆堂出版が４、５ページのところで、文章やイラストがあり、まとまって書かれているのは開隆堂出

版で、一番見やすいと感じました。 

後１点で、家族との関係というところで、多くが自分の家庭内と地域との構成というテーマで取り扱

ってるんですが、開隆堂出版のみ、２４ページのところで、これからの新しい家族の在り方として、養

子縁組や、児童養護施設など里親のことを取り扱っており、他者とは少し違うと感じました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いいたします。 

〇委員  今、委員から導入の話がありましたが、開隆堂出版と教育図書は、最初、家族、家庭生活と

いう単元から始まっています。東京書籍は私たちの食生活という単元から始まっています。守口市は学

校、家庭、地域との連携をとても大事にしている中で、言語活動の充実という観点から見れば、家族、

家庭生活のほうが、食生活よりも深まるんじゃないかなと感じました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

お願いします。 

〇委員  調理の内容を見ていたのですが、３者を比べると、アレルギーのことについて、開隆堂出版

だけが、調味料のところにアレルギーだったら黄色いマークをしています。また、調理の衛生と安全で

は、食中毒の予防三原則というのが書かれており、とてもしっかりしてるなと思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

ほか、いかがでしょうか。 

お願いします。 

〇委員  私も委員と同じで、子供たちがとても楽しみにしてる調理実習を見ていました。開隆堂出版

は、調理時間が何分ぐらいかを示してあります。見やすさでは教育図書が調理でいうと魚さばいている

ところとかが、写真の角度で見やすいなと思います。開隆堂出版はＱＲがついているんで、このＱＲを

見たら、写真を補填するような画像などが出てくるんだろうなと。このＱＲを使って調理実習の補填に

なると思っています。 

東京書籍は調理実習のところに実習例がたくさんありますが、料理本みたいになっています。基本の

焼くとか、煮るとか、蒸すとかがあればいいので、開隆堂出版や教育図書のほうが調理のところでは見

やすいなと思ってます。 

もう一つ、不思議なのは、開隆堂出版の一番上の右端にいろんな絵が載っています。最初の、家庭の

ところは子供の顔がずっと書いてあるんですよ。 

教科書の扱い方には載っていないんです。これ、面白い人ですが、何に使うのか不思議です。 

○委員長  他に、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 御意見ありがとうございました。 

 それでは、今頂いた御意見をまとめますと、「最もふさわしい」２者が教育図書と開隆堂出版。続い

て「よりふさわしいもの」として東京書籍というまとめ方でよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 
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○委員長  ありがとうございました。 

 続いて「英語」です。事務局、お願いします。 

英語 

 

（教科書配付） 
○委員長  それでは、「英語」について、事務局、説明をお願いいたします。 

〇事務局  「英語」につきましては、合計６者ございます。 

 初めに、東京書籍からでございます。 

まず、３年生の８４、８５、８６ページを御覧ください。マッピングを用いてアイデアを出して、主

体的に考えが出せるような題材や場面設定がされており、生徒が意欲的に表現活動ができるような工夫

がなされている点や、次に、１年生の５９ページを御覧いただきますと、各単元の文法事項をキーセン

テンスとして取り上げ、プラクティスで定着を図るような構成を組んでいる、そのような意見も出てお

りました。東京書籍については以上でございます。 

次に、開隆堂出版を御覧ください。 

それぞれの学年なのですが、例えば、１年生を見ていただきますと、巻末資料としてアクティビティ

ーで使える絵かるたなどのアクションカードのページがあり、生徒が言語活動がよりしやすいような工

夫がなされている点や、同じく、１年生の７ページから１５ページを御覧いただきますと、Ｇｅｔ Ｒ

ｅａｄｙで、小学校の学習内容を生かす活動を取り入れ、小中英語の連続性を持たせるような構成がさ

れているという点が上げられておりました。開隆堂出版については以上です。 

次に、三省堂を御覧ください。 

初めに、３年生の８９ページ等を御覧いただきますと、Ｓｐｅａｋ＆Ｗｒｉｔｅでは、教科書本文や

文法事項の自己表現ができるような工夫がなされている点や、次に、１年生の８から１３ページを御覧

いただきますと、こちら三省堂についても、スターターなどで小学校の英語表現の復習ができるような

工夫がなされているということも上げられておりました。三省堂については以上です。 

次に、教育出版を御覧ください。 

まず、１年生の１２ページから１９ページを御覧いただきますと、アクティビティーの内容を段階的

に設定し、基礎的な知識、技能の習得を目指すと共に、それを活用し、思考力、判断力、表現力等を育

成するような構成になっているという点や、次に、２年生の５３ページを御覧いただきますと、グラマ

ーでは、各単元で学習した文法事項を整理し、基本的な知識を定着させるような配慮がなされている、

そのような意見が出ておりました。教育出版は以上です。 

次に、光村図書を御覧ください。 

まず、１年生の１０２ページを御覧いただきますと、ＹｏｕｒＣｏａｃｈというコラムで、学習者が

抱くであろう疑問に答える形で、学習者が主体的に学習に取り組むためのヒントが提示されるような工

夫や、同じく１２８ページを御覧いただくと、アクティブグラマーのコーナーでは、単元で学習した文

法事項のまとめが掲載されており、学習の振り返りができるよう配慮がなされている、そのような意見

が出ておりました。光村図書については以上でございます。 

最後に、啓林館を御覧ください。 

まず、１年生の５３ページを御覧いただきますと、ライティングのスモールステップが組まれており、

アイデアや自己表現がマッピングや例文などを使って、順を追ってできるような配慮がなされていると

いう点や、次に、２年生の４０ページを御覧いただきますと、ＥｘｐｒｅｓｓＹｏｕｒｓｅｌｆでは、

ユニットで学習した内容について、自分なりの考えを整理することで思考力、判断力、表現力等を育成
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するような構成がなされている、そのような意見が出ておりました。 

「英語」６者については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、ここから教科書を見ていただく時間といたします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  ここからは御意見を頂きたいと思います。 

 いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  単語というとこに注目して全者見比べてみました。 

１点目が三省堂と東京書籍で、この２者が全ての単語にＱＲコードによる音声ガイドがついていて、

実際に発音を聞いて学べるようになってるので、耳を鍛えるという点でとてもいいと思いました。後、

巻末の索引のところなのですが、量が多いと感じます。単語の索引のところは、辞書の会社のイメージ

の強い三省堂が、やはり１個群を抜いていると思います。難しいところに例文等もきっちり入れた形で、

辞書と同じような構造で作られています。他の教科書は辞書と並用しないといけなんですが、三省堂だ

けは教科書だけ一定クリアできるような構造になっています。 

付録というのが三省堂と東京書籍の２者にあります。この２者が、三省堂の付録の１３、１４ページ、

東京書籍の１５２ページ辺りです。分類別の単語一覧というのがあるので、日常生活で使いたいときに、

そのテーマから索引ができるような工夫がなされているので、これも自学自習の際、自分で話す、文章

を考える際に役立つと感じました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  選定資料で客観的な数値で見比べてみました。 

選定資料英語の２１ページのところを見ているんですが、まず、下の表の４技能、５領域を扱ってる

箇所数を見たところ、ページ数が違うので、箇所数の多い、少ないで判断できませんが、東京書籍と三

省堂が１番目、２番目に多いかと思います。その中の５領域のバランスを見たときに、余り偏りなく、

バランスが取れているかを見ると、１０数か所というところは少ないかなと思ったので、そうでない数

字を見ていくと、東京書籍などは、全て２０以上、三省堂、啓林館もそうなっています。他者は若干少

ない箇所があるかなというふうに見ました。 

次のページを見たときに、次は語彙数のところを見ているんですが、委員からあったように、三省堂

が圧倒的に語彙数では勝っています。２，５５９です。それから、一番下の自分の考えを表現する活動

を取り扱ってるページについて、本市は学力向上を目指している面で、やはり子供たちが学んだことを

頭の中にインプットするだけではなくて、自分が学んだことをアウトプットする、表現する活動が大事

であることから、そのような表現する活動をするところでは、開隆堂出版、三省堂、光村図書が多いこ

とを確認しました。 

全体的に見ると、三省堂が、客観的な数字においても、工夫されてる箇所が多いのがわかります。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  １つ目の学びの過程を生かしたということで、主体的、対話的で深い学びという観点で考え
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ました。英語は何のために学ぶのかということについて、やはり世界とのつながりだと思います。各者

の最初の表紙裏を見たところ、三省堂は「言葉を使うことは思いを伝えること」、東京書籍は「もっと

英語を使おう」、啓林館は「ブルースカイワールドマップ」において、世界とのつながりをとても意識

された導入をされてるんだなというふうに思いました。それに絡めて、やはり題材が大切です。当然、

話を聞くとか、学ぶことも大事なんですけども、その題材について調査事項を見たところ、三省堂は戦

争と平和、キング牧師を初め、人権の学習を深める構成になっています。３年生の３５ページに広島の

原爆の子の像についてかなりのボリュームで取り扱われています。本市の子供も６年生で広島に行くこ

とが多く、三省堂は、とてもいい文章を使ってると感じました。啓林館も３年生の３３ページに、同じ

ように原爆について考える内容があり、多くのページ数で取り扱われています。英語を通して物事を考

える教材が、この三省堂も啓林館も多いと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  東京書籍は先ほどの英語の４技能、５領域のところで見やすいなと思う。教材で使われるス

トーリーがあって、アクティビティーが書いてある。大体ユニットごとにアクティビティーがある。楽

しそうな感じで編集されてるなと思う。東京書籍については、挿絵などが効果的に使われているような

感じます。 

先ほど、委員が言われたように、４技能、５領域のところを見ていて、光村図書は書くことがすごく

多い。特に、１年生。教科書は１、２、３って分かれているが、大体２年、３年の縦つながりで指導要

領が書かれている。６年生の英語でも単語を書くことが出てきているので、そこまで１年生で書くこと

は必要ないような気がしている。どちらかというと、中学生では、さらにやりとりが必要なのかなと思

う。東京書籍は、話すことが非常に多い。三省堂は４０近いバランスの取れた形になってる。書くこと

については、学年が進むにつれて、若干減っているが、その分、話すことや、発表が増えている。東京

書籍や三省堂も増えている。発達段階に応じて、英語の技能を考えたときに、バランスよく編集されて

るのが東京書籍や三省堂と感じる。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  啓林館の３年生の裏表紙なのですが、日本の文化について英語で書かれています。守口の子

どもたちが海外で伝えるときに、すごい参考になる文例かなと思いました。他者さんは、きっと中には

入ってると思うんですが、こうやって、外で目立たせてるのがいいと思いました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

それでは、今頂いた意見をまとめますと、「最もふさわしい」のが東京書籍、三省堂の２者。続いて、

「よりふさわしい」のが啓林館。「ふさわしい」のが開隆堂出版、教育出版、光村図書とまとめさせて

いただきましたが、よろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  今申し上げましたとおりの答申案とさせていただきます。ありがとうございました。 

 それでは、いよいよ最後の「道徳」に移らせていただきます。 
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道徳 

（教科書配付） 

○委員長  ありがとうございます。 

 それでは、「道徳」に移らせていただきます。 

 事務局、説明をお願いいたします。 

〇事務局  失礼いたします。 

 「道徳」につきましては、合計７者ございます。 

 初めに、東京書籍でございます。 

 まず、１年生の３８ページを御覧ください。役割分担に、こうした演技や、体験的な学習を主体とし

たグループエンカウンターのページが設定されており、読み物教材の１番目を演じることで、生徒同士

が共同して、そのテーマについてさらに考えを深め、広げるということができるような構成がなされて

いる点や、また、１年生２０ページ等になりますが、プラスという教材の内容を補足し、学習を深める

ための記載も工夫されているという意見が出ておりました。東京書籍については以上でございます。 

次に、教育出版を御覧ください。 

まず、１年生の４６ページを御覧いただきますと、道徳的行為に対する体験的な学習を取り入れた教

材も配置されており、こちらも演技、また体験を想起し、話し合うことで道徳的と価値を日常生活や習

慣に結び付けられるような工夫がなされているという点や、同じく、１年生５３ページを御覧いただき

ますと、各教材の末尾に学びの道しるべで、教材の登場人物への自我関与を促し、様々な角度から考え

たり、話し合ったりできるような工夫がなされているということも上げられておりました。教育出版に

ついては以上でございます。 

 次に、光村図書を御覧ください。 

 例えば、１年生の５０ページ等を開けていただきますと、全学年を通して自分に引き付けて考えたり、

問題を解決するために話し合ったりするなどの発問が設定されているという点や、同じく、１年生１５

８ページを見ていただきますと、各学年の最後の教材として、道徳の学びを振り返ろうが設定されてお

り、１年間の学びを振り返り、生徒が自分の中の変容や、これからの生き方を考えられるような工夫が

なされているという点が上げられておりました。光村図書については以上です。 

次に、日本文教出版を御覧ください。 

まず、１年生２６ページを御覧いただきますと、感動、共感、思考を喚起する教材が多く配置され、

生徒に新たな発見をもたらし、誇りある生き方を考えたくなる教材が選定されていることや、各学年別

冊の道徳ノートがございますが、こちらを併用することによって、言語活動が充実し、多面的、多角的

に考え、議論がしやすくなっているという意見が出ておりました。日本文教出版については以上でござ

います。 

次に、学研教育みらいを御覧ください。 

こちら、各学年、例えば、１年生３７ページ等を開けていただきますと、教材末尾の深めようでは、

考えを深める４つのステップに沿った学びが具体的に提案されており、生徒の学びがスムーズになるよ

うな工夫がなされている点や、それぞれ学年の教科書のサイズですが、ＡＢ判サイズで、視覚的にもゆ

ったりとした紙面構成になっているというような意見も出ておりました。学研教育みらいについては以

上でございます。 

次に、廣済堂あかつきについて御覧ください。 

まず、２年生の４２ページを御覧いただきますと、中学生の発達段階に応じた教材が選定されており、

先人や様々な分野で活躍する著名人やスポーツ選手を取り上げた教材を通して、自らの関わりと重ね合
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わせながら深く考えることができるよう配置がなされている点や、同じく、２年生４７ページでは、生

徒が主体的、対話的に学習に取り組むことができるよう、教材の末尾に考える、話し合うが設けられて

おり、明確な課題を持って学習できるよう工夫がなされております。廣済堂あかつきについては以上で

ございます。 

最後に、日本教科書を御覧ください。 

まず、１年生の１３０ページを御覧いただきますと、多面的、多角的に捉える教材として、図のみで

構成されている教材が選定されており、深く考え議論することで、生徒の主体的活動を中心に据えた教

材を選定しているという点や、次に、３年生の１００ページ等を御覧いただきますと、中学校３年間の

発達の段階を考慮し、生徒の日常生活における身近な話題の教材が多く配置されるなど工夫がなされて

いるという点等が上げられておりました。 

「道徳」合計７社については以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

 そしたら、ここから教科書を見ていただく時間を取らせていただきます。お願いします。 

（教科書閲覧） 

○委員長  時間となりましたので、ここからは御意見を頂きたいと思います。 

お願いいたします。 

〇委員  失礼します。 

別冊がついているのが廣済堂あかつきと日文です。調査報告書を見ますと、廣済堂あかつきは補充、

日文はノート対応ということで、創意工夫のところに差異が記載されていました。本市では、現場の先

生方がワークシート等で対応されてきたということがあると調査報告書からは見てとれました。 

それともう１点、いじめの記載ですが、特に重点的に取り組まれているのは東京書籍と光村図書と学

研教育みらいです。文章を読むだけでなくて、深められるように考えさせていると思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 今の日本文教出版と廣済堂あかつきの別冊は、今使っておられるので、別冊があったほうがよいだろ

うという御意見ですか。 

〇委員  逆で、重要ではないということです。 

○委員長  お願いします。 

〇委員  実際、授業の進め方をイメージした際に、各教科書ごとに全体の構成がそれぞれ特徴があり

まして、東京書籍、光村図書、日本文教出版は、各話の一番初めに、そのテーマ的な文言が明示されて

います。残りの４者については、この明示がなく、いきなり文章から始まるのですが、道徳という教科

の特性上、いろんな幅広い意見を求めるには、テーマを絞ってしまうと、一部の子が、それを見て答え

を予想して書いてしまう恐れがあるので、文章から始まっている、教育出版、日本教科書、廣済堂あか

つき、学研の構成のほうが幅広い意見が出てくるかなと感じました。 

後、もう１点で、より身近なテーマというところで見たときに、教育出版が、身近な地域の題材をよ

く取り扱っています。伝統文化も、各者、東北とか島根とか、遠くのものがあるのですが、教育出版は

近畿地方のものも取り扱っているので、身近に感じることができるかなと感じました。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 他に、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  今、守口市で使っている東京書籍と、今回の新しい東書の中身を見比べると、大体１つの学
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年の教科書ごとに３つか、４つ、新しく入れ替わっているところがあります。例えば、１年生には載っ

ていないですが、リオオリンピックのリレーの教材を取り扱ってたのがなくなった。それから、３年生

の一番後ろのほうなのですが、今回はミスターヌードル。１５２。この１５２の自分に関わることは内

容項目でいくとＡ。自分に関わることだが、心理の探求、Ｃのところの捉えとして使われてたが、今回

Ａになっている。同じ１年生の植松努さんの、『「どうせ無理」という言葉に負けない』あるが、今回

はＡになってる。そういう内容項目を少し変えてある。この安藤百福さんについては、身近で非常に興

味のわく教材に入れ替えられている。前回の教科書は、「湖の伝説」という、すごく難しいやつだった

ので、こういう教材の入替えをやって、わかりやすくなってる。採択してた教科書だけ見比べたので、

ほかの教科書も多分そういうことをやってると思う。東書のそれぞれの読み物教材のところに、タイト

ル以外に、内容項目に関わるようなタイトルが付いている。例えば、さっきの安藤百福さんであれば、

新しいものを生み出すにはっていうとこだが、本来であれば、読み物教材は日本から世界へ、そして宇

宙へ、インスタントラーメンの誕生だけでいいんですね。だから、内容項目の内容をここで出しちゃう

と少しやりにくいなと感じる編集なんです。中身については、入れ替えた教材はよくなったと思います。  

学研教育みらいは悪くないが、スポーツを扱っている教材が他と比べて多いように思います。少し気

になったのは、学研教育みらいの１年生の１１６ページ。これは公平、公正、正義とかいうところの内

容項目に当たると思うが、これは公平なのかと疑問である。義足の選手についてはいろいろあって、レ

ームさんの話が出ているが、難しいのではないか。公平、公正というかは総合の中身という気はする。

１年生のところを見ても、例えば、スポーツを扱っているのは、オリンピック、嘉納治五郎さん、イチ

ロー選手、グラブの職人さん、ジャッジも出ている。１４６ページにはソフトボールの人が出ている。

もう少し、深みのある教材があればなという気がします。 

光村図書は、非常に深みのある教材があっていいなと思っていて、１年、２年、３年と進んでいくう

ちに、教材の深まり方のレベルが上がっていく。例えば、３年生の道徳で、いい教材だが、なかなか難

しいと思うものもある。例えば、３８ページの「小さな出来事」。これが道徳の教材かなとは思うが、

話は短い。倒れた老婆が、引いてる車に当たっていないのに倒れた。車夫がそれを助けて、派出所へ連

れていくが、車夫は多分逮捕される。よく考えると、なかなか難しいなと思う。それから、６３ページ

のソーシャル・ビュー。これは視覚、全盲の方との美術鑑賞というテーマだが、相互理解と寛容という

ことであるの全盲の人でも健常者と一緒に芸術作品を味わうことができるという内容。非常に授業とし

ては、どういうふうに進めていくのかなというような感じがして、興味のある教材を取り扱っている。

それから、同じく、８６ページ、「ぼくの物語あなたの物語」。これは公正、公平、社会正義で、差別

したらいけないという話である。どちらかというと、光村図書は国語も作っているんで、そういう国語

的な流れの教材が多いのかなと思う。同じ２年生の１３９ページ「恩讐の彼方に」。時代は昔である。

これも読み物としては量が多い。量が多くて、ちょっと内容が暗いが、読んでいくと、なかなか深い読

み物教材である。だから、学年を追うごとに光村の教材は、非常に深みのある教材がたくさんあるなと

思いました。 

先ほどの分冊について、廣済堂あかつきも、日本文教出版も、前の分冊とはちょっと形が変わってい

る。今、学校では道徳ノートを作ってて、ワークシートから道徳ノートに感想を書いていつでも見れる

ような形でやるという学校も出てきている。廣済堂あかつきの分冊には、調査員によると補充というこ

とで書いてあるが、右下に教科書の読み物教材の番号がついていて、この番号のところに関連する補充

だと書いてある。しかし、この補充もやろうと思ったら、おそらく５０分の中には収まらないというも

のが出てくる。感想を書くようにもなっているので、補充としては使いにくいかなという気がします。

時間的に。 

日本文教出版は、道徳ノートの代わり。感想を書くところで、ワークシート的になってるので、これ
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はまだ使えるかなと思います。 

教育出版は、バランスのいい教材が掲載されていると思う。１年生の３４ページに、下町ロケットの

モデルになった植松努さんの話が載っている。この内容は、同じ植松さんを取り扱ってる東京書籍など

と比べると書きぶりが違う。こちらのほうが非常にわかりやすく書いてるなと思いました。中学校の道

徳、文科省が作っていた教材の中のいい教材については、いろんな教科書会社でも扱われている。そう

いう、いい教材が引き継がれているのが、教育出版の３年生のところで見ると、５６ページ。ピューリ

ッツアー賞など。教育出版の中にはまとまって、差別的な内容を取り扱った教材があります。３年生の

７６ページ。藤井聡太さんが扱われてる。これいいなと僕は思ってる。若い人が、将棋という日本の伝

統文化を捉えて、加藤一二三さんとの対局のことがあった。これはみんな関心があると思うと。新しい

教材で使われてる。３年生の付録的な教材が３５教材あります。補充教材の５つのうち３つが偉人内容

です。その中に、音楽は対話の始まり、１６５ページに守口にもなじみのある、バイオリニストの五嶋

みどりさんが取り上げられている。守口の夜間学級が写っている。こういう教育出版の、教科書のスタ

イルもなかなか面白い。Ａ４判で使いやすい。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほかに、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  私も、内容項目が前出しされてるのかどうかというところで、今見ている中で、確かに、前

出しされていない学研教育みらいであったり、教育出版のほうが、考える道徳という意味では議論が深

まると感じました。 

一方、選定資料の道徳の１４ページを見ながら、内容項目のバランスも見ていたのですが、特色とし

て、東京書籍は生命の尊さを扱う教材が、他の教科書会社と比べて極めて多いなというのが特徴かなと

思います。やっぱり自分の命を大事にするというようなことを学ぶ機会を多くするというのは大事かな

と感じました。 

もう一つ、教育出版は、本市の教育理念であります、郷土を誇りに思うという部分では、郷土の伝統

や文化の尊重といったところで、突出して多く取り扱ってる点が際立ってるかなというふうに思いまし

た。 

以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  今の補足になるのですが、光村図書の教材がより深まっていくということですが、例えば、

３年生の１９ページ、「二通の手紙」があります。廣済堂あかつき以外は全者取り扱っている、とても

いい作品なのですが、動物園の職員の方が幼い子を二人で、本当は保護者とわかってないってだめなの

ですが、入れてあげて、後で処分を受けるという内容です。保護者からは感謝の手紙をもらうという、

そういう葛藤を、他者は考えを深めようでやるんですが、光村は、２５ページに１ページを取って、し

っかり考えさせようとしている。やはりこの辺が深いな思います。 

 それと、先ほど五嶋みどりさんのお話が出ましたけれども、３年生９６ページに、本市の夜間学級で

はないですが、東京の夜間学級のお話が出ていまして、これを読むことで、守口市のお子さんが夜間学

級の存在を知り、さつき学園や夜間学級に興味を持ってもらえる、いい教材だと思いました。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 
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 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

〇委員  親としたら、やはり子供を育てるに当たって、道徳ってとても大事だと、思いました。いじ

めもあるし、命の尊さもあるし、すごくいいなと思いました。教育出版がいいと思いました。一番後ろ

の２００ページから都道府県にゆかりのある人物と、その言葉というのがあります。みんな知ってるよ

うで知らないなっていうのがたくさんあって、うちの子供も結構こういうの好きなので、こういうのを

見て、教科書に対していいなと思ってもらったらと思います。私が読んでも面白かったので。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、今頂いた意見をまとめますと、まず、「最もふさわしい」２者は教育出版と光村図書。続

いて、「よりふさわしい」が学研みらいと東京書籍。残り、日本文教出版と廣済堂あかつきと日本教科

書が「ふさわしい」ということでまとめさせていただいてよろしいでしょうか。 

（「はい」という声あり） 

○委員長  ありがとうございました。 

御協力をいただきましたおかげで、全ての選定作業が終了いたしました。本当にありがとうございま

した 

事務局からは、何か連絡ありますか。 

〇事務局  最後に、これまでの全体を通じて、「最もふさわしいもの」を御確認いただけたらありが

たいなというふうに思っております。 

 それでは、私のほうから「最もふさわしいもの」について確認をさせていただきたく思います。 

 まず、「国語」につきましては、三省堂と光村図書。 

 次に、「書写」については、教育出版と光村図書。 

 次に、「社会（地理）」については、帝国書院と日本文教出版。 

 次に、「社会（歴史）」については、日本文教出版と東京書籍。 

 次に、「社会（公民）」については、東京書籍と日本文教出版。 

 次に、「地図」については、２者、帝国書院、東京書籍。 

 次に、「数学」については、啓林館と数研出版。 

 次に、「理科」については、東京書籍と啓林館。 

 次に、「音楽」については（一般・器楽）共に２者、教育芸術社、教育出版。 

 次に、「美術」については、光村図書、日本文教出版。 

 次に、「保健体育」については、東京書籍、大修館書店。 

 次に、「技術家庭（技術分野）」については、教育図書と東京書籍。 

 次に、（家庭分野）については、教育図書と開隆堂出版。 

 次に、「英語」については、東京書籍と三省堂。 

 最後、「道徳」については、光村図書と教育出版。 

 以上でございます。 

○委員長  ありがとうございます。 

今後のスケジュールをお願いします。 

〇事務局 今後は、最終的には、７月３０日の教育委員会定例会において、教育委員の皆様にも御協議

いただいた上で、守口市の教科書採択を行う予定といたしておりますので、どうぞお知りおきください。 

○委員長  決まりましたら委員にも、決定した教科書について、学校に通知するのと同時にお願いで
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きますか。 

〇事務局  はい。お知らせいたします。 

○委員長  それでは、最後に、副委員長より御挨拶をお願いいたします。 

○副委員長  ３日間にわたりまして、答申の審議、どうも御苦労さまでした。ありがとうございまし

た。 

先ほど、事務局からありましたように、この３０日に教育委員の皆さんで、守口の子供たちにふさわ

しい教科書が採択されます。この３日間でのいろんな意見も参考にはされるかと思いますが、守口の子

供たちにふさわしい教科書が採択をされるよう願いたいなと思っております。 

長時間、どうもありがとうございました。御苦労さまでした。 

○委員長  それでは、以上で終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

 


